
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称

⑥ プログラムの開設年度 年度 ⑦応用基礎レベルの申請の有無 無

⑧ 教員数 人 人

⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑩ 全学部・学科の入学定員 人

⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

17

11,077

２年次

（責任者名） 大西　晴樹 （役職名）

2,7582,732

2,765

副学長（学務担当）

東北学院大学全学教育機構／東北学院大学教養教育センター

東北学院大学全学教育機構／東北学院大学教養教育センター

６年次

様式１

（常勤）

宮城県仙台市青葉区土樋１－３－１

380

東北学院大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

295 （非常勤）

 TGベーシック「東北学院大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム 」

私立大学学校法人　東北学院

令和元

　kyom@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 022-264-6454

４年次

櫻井　卓

2,836

学務部教務課

（責任者名） 副学長（学務担当）千葉　昭彦 （役職名）

（責任者名） 千葉　昭彦

2,751

（役職名）

認定教育プログラム

学長
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○

単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○

授業科目

授業科目

授業科目

様式２

授業科目

 情報化社会の基礎　AI社会の基礎

授業科目

授業科目

 情報化社会の基礎　AI社会の基礎

開講状況

全学開講

開講状況授業科目

 情報化社会の基礎　AI社会の基礎

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

 「TGベーシック」は2019年度までに全学開講が整備された教養教育プログラムである（別添「その他補足資料」参照のこと）。「情報化社会の基礎（2単位）」
 および「統計的思考の基礎（2単位）」の情報系2科目はTGベーシック内にあり、卒業要件にもなっている「選択必修科目」である。さらに学生の数理・データ
 サイエンス・AI分野の学修を促進するため、2022年度からは特にこの二科目をとりあげ、「東北学院大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム」として
 の呼称を追加したため、本申請における教育プログラムとして併記してある。
 　「東北学院大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム」は、改めて様式2の以下に示す5つのカテゴリに分かれるモデルカリキュラムに照らし講義内容
 が本申請の趣旨に合致していることを確認してあり、当該2科目の単位修得を必要十分条件としている。
所属する学部・学科にかかわらず、学科課程表のなかから「統計的思考の基礎」及び「AI社会の基礎」の２科目を履修し、単位を修得すること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況開講状況

全学開講

授業科目

 情報化社会の基礎　AI社会の基礎
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単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 授業科目

授業科目 選択 授業科目

全学開講統計的思考の基礎

モデルカリキュラム「１－６データ・AI利活用の最新動向」に対応
 「情報化社会の基礎」 

     ・（第12回）情報システム開発およびビッグデータ
     ・（第14回）IoT技術に基づくスマート社会を生きる
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」
・（第7回）データ・AIの利活用の最新動向   

モデルカリキュラム「1-2社会で活用されているデータ」に対応
 「情報化社会の基礎」 

     ・（第2回）情報の蓄積と共有法及び情報の信頼性
     ・（第4回）情報の活用と発信
 ・（第12回）情報システム開発およびビッグデータ
「AI社会の基礎」

 ・（第2回）社会で活用されているデータ

モデルカリキュラム「1-3データ・AIの活用領域」に対応
 「情報化社会の基礎」    　
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」

 ・（第3回）データとAIの活用領域  

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

モデルカリキュラム「１－１社会で起きている変化」に対応
 「情報化社会の基礎」
     ・（第1回）情報化社会に至る歴史と情報の価値
     ・（第14回）IoT技術に基づくスマート社会を生きる
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」

   ・（第1回）社会で起きている変化 
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

社会におけるデータ・ＡＩ利活用に関する知識やデータを適切に読み解く能力

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/about/torikumi/ds.html

モデルカリキュラム「1－5データ・AI利活用の現場」に対応
 「情報化社会の基礎」    　
     ・（第12回）情報システム開発およびビッグデータ
     ・（第14回）IoT技術に基づくスマート社会を生きる
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」
・（第6回）データ・AI活用の現場

モデルカリキュラム「1-4データ・AI利活用のための技術」に対応
 「情報化社会の基礎」    

     ・（第2回）情報の蓄積と共有法及び情報の信頼性
     ・（第４回）情報の活用と発信
     ・（第5回）２値化情報の構造
     ・（第12回）情報システム開発およびビッグデータ
     ・（第14回）IoT技術に基づくスマート社会を生きる
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」
・（第4回）データ解析
・（第5回）データの可視化、パターン認識技術、人工知能   

モデルカリキュラム「２－２データを説明する」に対応
   「統計的思考の基礎」

   ・（第13回）統計の勘違いに気をつけよう（1）「数値の意味」編
   ・（第14回）統計の勘違いに気をつけよう（2）「統計の解釈」編

 ・（第15回）「証拠に基づいた議論」を練習しよう
   

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

モデルカリキュラム「２－１データを読む」に対応
   「統計的思考の基礎」

   ・（第1回）なぜ統計のことを勉強しなければいけないの？
   ・（第2回）知ってるつもりの世界と統計でみる世界

   ・（第3回）「びっくりグラフ」にご用心
   ・（第4回）わかっているようで意外にわかってない 「平均」と「パーセント」

・（第5回）平均値だけで大丈夫？代表値とちらばりのこと
   ・（第6回）「関係がある」ってどういうこと？（データ分析における「関係」を学ぶ）

   ・（第7回）本当の原因を探してみよう（3つの変数の関係パターンについて）
   ・（第8回）その統計は信頼できますか？データの6W4H

   ・（第9回）定義が変わると数値も変わる
   ・（第10回）誰に聞くかで結果は変わる（統計における調査対象者の選び方の注意）

 ・（第11回）その結果は偶然？それとも……？（統計における「誤差」とは何か）
・（第12回）聞き方しだいで答えは変わる（調査における質問の仕方）

  　

モデルカリキュラム「２－３データを扱う」に対応
   「統計的思考の基礎」

（第5回）平均値だけで大丈夫？代表値とちらばりのこと
 （第11回）その結果は偶然？それとも……？（統計における「誤差」とは何か）

（第15回）「証拠に基づいた議論」を練習しよう
   

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

モデルカリキュラム「３－１データ・AI利活用における留意事項」に対応
 「情報化社会の基礎」    　
     ・（第2回）情報の蓄積と共有法及び情報の信頼性
 ・（第15回）今後のAI社会の展望
「AI社会の基礎」
・（第14回）データ・AIを扱う上での留意事項   

 モデルカリキュラム「３－２データを守る上での留意事項」に対応
 「情報化社会の基礎」   　
     ・（第3回）情報と法（個人情報、著作権など）および倫理
   ・（第9回）情報化社会とセキュリティ
「AI社会の基礎」
・（第15回）データを守る上での留意事項  
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高橋　晶子

AI社会の基礎
Basic Study for Human-AI Symbiotic Society

学科・学年： 全1　 開講区分： 後期　 単位： 2　 選択／必修： 選択必修

■科目ナンバリング

1E14

■テーマ

人工知能（AI）が身近な存在として活用される「AI社会」の特徴や発展の経緯を理解し、AI社会に関する知識や倫理など
を身につける。

■講義内容

現代社会の発展の経緯を学びながら、AI社会について学ぶ。特に、AI社会の基礎となるデータが持つさまざまな役割を理
解し、AI社会の中で生活する我々に必要とされる知識を習得し倫理感を身につける。

■達成目標

・AI社会の特徴を理解し各々の個人がその構成員であることを説明できる。
・AI社会の中でデータの役割を説明できる。
・AI社会の中でデータを取り扱う際に必要となる基礎的な知識や技術を活用できる。
・AI社会に参画する際に必要となる倫理を身につけこれを遵守できる。
・AI社会に積極的に参画するために継続的に自己学習できる。
・AI社会の中で自己の安全を確保する対応が取れる。

■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法についてよく理解する。
【授業内容】社会で起きている変化
【事後学修】授業の資料を復習し、わからないところは次回の授業で質問できるように、学習ノートなどに整理
する。

第２回 【事前学修】社会で活用されているデータとしてどのようなものがあるかを考えて、まとめてくる。
【授業内容】社会で活用されているデータ
【事後学修】授業の資料を復習し、社会で活用されているデータの種類、所有者、構造化の有無を説明できるよ
うにする。

第３回 【事前学修】AIを活用できる領域としてどのような領域があるかを考えて、まとめてくる。
【授業内容】データとAIの活用領域
【事後学修】授業の資料を復習し、データとAIの間にどのような関係があるかについて具体的に説明できるよう
にする。

第４回 【事前学修】身近なデータ解析としてどのような領域があるかを考えて、まとめてくる。
【授業内容】データ解析
【事後学修】授業の資料を復習し、データをもとにした予測の方法を具体例で説明できるようにする。

第５回 【事前学修】数字の羅列であるデータを可視化する方法としてどのようなものがあるかを考え、まとめてくる。
【授業内容】データの可視化、パターン認識技術、人工知能
【事後学修】授業の資料を復習し、AIによるパターンの認識方法について説明できるようにする。

第６回 【事前学修】データおよびAIを活用することにより、新たな価値を創出している具体的な例を調べ、まとめてく
る。
【授業内容】データ・AI活用の現場
【事後学修】授業の資料を復習し、データとAIを活用した意思決定の方法について説明できるようにする。

第７回 【事前学修】シェアリングエコノミーとは何かを調べ、実社会で適用されている事例を複数まとめてくる。
【授業内容】データ・AIの利活用の最新動向
【事後学修】授業の資料を復習し、強化学習および転移学習とは何かについて説明できるようにする。

第８回 【事前学修】データのばらつきとは何かを調べ、その計算方法をまとめてくる。
【授業内容】データを読む力を身につける
【事後学修】授業の資料を復習し、相関と因果性の分析方法について具体例を使って説明できるようにする。

第９回 【事前学修】データをグラフや図で表現する場合、どのような種類があるかを調べ、まとめてくる。
【授業内容】データを説明する力を身につける
【事後学修】授業の資料を復習し、データの不適切な可視化と優れた可視化について具体例を使って説明できる
ようにする。

第10回 【事前学修】データを分類する目的は何か、どのような分類の方法があるかを調べ、まとめてくる。
【授業内容】データを分類する力を身につける
【事後学修】授業の資料を復習し、そこで学んだデータ分類法について具体例を使って説明できるようにする。

第11回 【事前学修】実際の社会の中でデータから法則を見つけて利用している事例を複数調べ、まとめてくる。
【授業内容】データから法則を見つける力を身につける
【事後学修】授業の資料を復習し、データから法則を見つける手法について、具体例を使って説明できるように
する。

第12回 【事前学修】データから何かを予測することにより有益になっている事例を複数調べ、まとめてくる。
【授業内容】データから予測する力を身につける
【事後学修】授業の資料を復習し、与えられたデータから関係性を見つけて予測する手法について、具体例を
使って説明できるようにする。
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第13回 【事前学修】データを読み、説明し、分類し、法則を見つけ、予測するまでの一連の手法について復習し、まと
めてくる。
【授業内容】仕事でデータリテラシーを活用する
【事後学修】授業の資料を復習し、自分で想定した事例で、どのようなデータからどのようなことを予測できる
かを説明できるようにする。

第14回 【事前学修】データやAIを扱う上で留意しないといけない重要な事項は何かを考え、まとめてくる。
【授業内容】データ・AIを扱う上での留意事項
【事後学修】授業の資料を復習し、一般データ保護規則、また十分性認定が何かについて具体的に説明できるよ
うにする。

第15回 【事前学修】データを守る上で留意しないといけない重要な事項は何かを考え、まとめてくる。
【授業内容】データを守る上での留意事項
【事後学修】授業の資料を復習し、データに関する情報セキュリティとは何かについて具体的に説明できるよう
にする。

■成績評価方法・基準

毎回行う小テスト（60%）、振り返りテストやレポートなど（40%）で総合的に評価する。
講義に出席していることが単位取得の条件である。観点毎の配点は授業のなかで明示する。
小テストやレポートについては、優れたもの選び、次回の授業で紹介する。

■学修に必要な準備

各回の講義時に、次回の予習として事前に調査すべき項目を提示する。
受講者はその項目について調査し、それについて自分の見解を用意しておくこと。
調査内容・見解について毎回小テストで確認する。

■関連して受講することが望ましい科目

「統計的思考の基礎」

■テキスト

北川源四郎/竹村彰通 編, 内田誠一/川崎能典/他6名 著
「教養としてのデータサイエンス」
講談社（ISBN978-4-06-523809-7）
1,800円（税別）

■参考文献

特になし。自分が読みやすい入門書を選ぶことが望ましい。

■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。

■カリキュラム中での位置付け及び教育目標との関連

この科目とディプロマ・ポリシーとの関係については、学科の「カリキュラムマップ」を参照のこと。
【MDASH科目】、【メディア授業科目】
【科目ナンバリング】1E14
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玉江　京子

統計的思考の基礎
Introduction to Statistical Thinking

学科・学年： 全1、旧（C基教1）　 開講区分： 後期　 単位： 2　 選択／必修： 選択

■科目ナンバリング

L1-112-03-1E-1，L0-112-03-1E-1

■テーマ

統計情報を正しく読みとく

■講義内容

私たちの生活の様々な場面で目にする「統計」や「データ」には、正しいものもあれば間違ったものもある。また、統計
数値やデータが正しくても、その意味を間違って理解・説明してしまうこともしばしばある。この講義では、統計やデー
タを正しく理解するための基礎を学ぶ。本講義はmanaba course及びResponを用いて、学生と対話しながら双方向的に進め
ていく。また、本講義はメディア授業科目としてオンデマンドにより実施する。この科目はMDASH科目の一部である。

■達成目標

１．統計数値やグラフなどの情報を読み取り、その内容を正しく理解・説明する力を身につける。
２．統計リテラシーおよび社会調査リテラシーの基礎知識を理解することができる。
３．「証拠に基づく議論」の重要性を理解し、それを実践できるようになる。

■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト序章をよく読んで、統計を学ぶ意味をまとめておく。
【授業内容】なぜ統計のことを勉強しなければいけないの？
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト序章末の練習問題を行う。

第２回 【事前学修】テキスト第1章をよく読んで、メディア情報に接する際に注意すべきことをまとめておく。
【授業内容】知ってるつもりの世界と統計でみる世界
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第1章末の練習問題を行う。

第３回 【事前学修】テキスト第2章をよく読んで、グラフの使い分け方をまとめておく。
【授業内容】「びっくりグラフ」にご用心
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第2章末の練習問題を行う。

第４回 【事前学修】テキスト第3章をよく読んで、平均とパーセントの性質をまとめておく。
【授業内容】わかっているようで意外にわかってない 「平均」と「パーセント」
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第3章末の練習問題を行う。

第５回 【事前学修】テキスト第4章をよく読んで、代表値と分散・標準偏差の性質をまとめておく。
【授業内容】平均値だけで大丈夫？代表値とちらばりのこと
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第4章末の練習問題を行う。

第６回 【事前学修】テキスト第5章をよく読んで、データ分析における「関係」の意味を整理しておく
【授業内容】「関係がある」ってどういうこと？
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第5章末の練習問題を行う。

第７回 【事前学修】テキスト第6章をよく読んで、3つの変数の関係のパターンをまとめておく。
【授業内容】本当の原因を探してみよう
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第6章末の練習問題を行う。

第８回 【事前学修】テキスト第7章をよく読んで、統計データのチェックポイントをまとめておく。
【授業内容】その統計は信頼できますか？データの6W4H
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第7章末の練習問題を行う。

第９回 【事前学修】テキスト第8章をよく読んで、統計における定義の重要性をまとめておく。
【授業内容】定義が変わると数値も変わる
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第8章末の練習問題を行う。

第10回 【事前学修】テキスト第9章をよく読んで、統計における調査対象者の選び方をまとめておく。
【授業内容】誰に聞くかで結果は変わる
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第9章末の練習問題を行う。

第11回 【事前学修】テキスト第10章をよく読んで、統計における「誤差」とは何かをまとめておく。
【授業内容】その結果は偶然？それとも……？
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第10章末の練習問題を行う。

第12回 【事前学修】テキスト第11章をよく読んで、調査における質問のしかたについてまとめておく。
【授業内容】聞き方しだいで答えは変わる
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第11章末の練習問題を行う。
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第13回 【事前学修】テキスト第12章をよく読んで、統計数値を読む際に注意すべき点をまとめておく。
【授業内容】統計の勘違いに気をつけよう（1）「数値の意味」編
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第12章末の練習問題を行う。

第14回 【事前学修】テキスト第13章をよく読んで、統計を解釈する際に注意すべき点をまとめておく。
【授業内容】統計の勘違いに気をつけよう（2）「統計の解釈」編
【事後学修】提示された復習課題を実施し、manabaを通じて提出する。課題の正解は次回授業時に解説する。テ
キスト第13章末の練習問題を行う。

第15回 【事前学修】テキスト第14章をよく読んで、「証拠に基づいた議論」を行う際に注意すべき点をまとめておく。
【授業内容】「証拠に基づいた議論」とはどのようなものか
【事後学修】テキストを最初から最後までよく読み、「まとめの試験」の準備を行う。

■成績評価方法・基準

以下の2つの観点の合計100％で評価する。
（1）統計・調査に関する基礎知識の理解度：授業後にmanabaで行う復習テストの結果（56%：第1回から第14回で実施。
4%×14回）、および授業期間終了後にmanabaで行う「まとめの試験」（16%）。そのうち配点は、統計リテラシーの基礎知
識5割、社会調査リテラシーの基礎知識5割。
（2）統計的思考に関する興味・関心の評価：授業中にresponで実施する課題の回答状況28%：第2回から第15回で実施：
2%×14回）

■学修に必要な準備

（1）日頃からニュースなどをチェックして、生活や社会に関する統計データに触れておくこと。
（2）出された課題をきちんと行うこと。
（3）講義で紹介した文献を可能な限り読むこと。

■関連して受講することが望ましい科目

AI社会の基礎

■テキスト

神林博史著『統計の読み方・考え方（第2版）』ミネルヴァ書房、2019年、4623075702

■参考文献

授業の際に指定する。

■履修上の注意

（1）オフィス・アワーについては開講時に指示する。
（2）本講義は教室定員を超えた場合、授業分割をすることがあるので、そのことを了解の上、登録すること。
（3）manaba course及びResponを使用するので、スマホ、PC等を用意し、予めセッティング等の準備をしておくこと。

■カリキュラム中での位置付け及び教育目標との関連

この科目とディプロマ・ポリシーとの関係については、学科の「カリキュラムマップ」を参照のこと。【アクティブ・
ラーニング科目】【双方向型授業】【MDASH科目】【メディア授業科目】
【科目ナンバリング】L1-112-03-1E-1，L0-112-03-1E-1
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文学部英文学科課程表
	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰
　※印−英米文学分野必修科目
　△印－英語学分野必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修。
キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎ 教育職員免許状取得に必修
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修
☆�日本国憲法は教育職員免許状取

得に必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2

2023年度以降入学生適用

○2 9

e1712881
ハイライト

e1712881
ハイライト

e1712881
ハイライト



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰
　※印−英米文学分野必修科目
　△印－英語学分野必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 　◎

英語ⅠＢ 半期 ● 1 　◎

英語ⅡＡ 半期 ● 1 　◎

英語ⅡＢ 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修 
フランス語ⅠＡ 半期 ● 2

中国語ⅠＡ 半期 ● 2 週２回開講

韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2

ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修。Ｂの選択にあ
たってはＡと同一外国語を履修す
ること。

週２回開講

フランス語ⅠＢ 半期 ● 2

中国語ⅠＢ 半期 ● 2

韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2

ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1

Ⅱの選択にあたってはⅠと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅡＡ 半期 ● 1

中国語ⅡＡ 半期 ● 1

韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1

ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1

フランス語ⅡＢ 半期 ● 1

中国語ⅡＢ 半期 ● 1

韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1

ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1

Ⅲの選択にあたってはⅠ・Ⅱと同
一の外国語を履修すること。

フランス語ⅢＡ 半期 ● 1

中国語ⅢＡ 半期 ● 1

韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1

ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1

フランス語ⅢＢ 半期 ● 1

中国語ⅢＢ 半期 ● 1

韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」は履修を指示
された者が履修すること。ただし、

「ベーシック英語」は進級・卒業
単位に含まない。

英語ⅢＡ 半期 ● 1

英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目

スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1
これら3科目より2科目　教育職
員免許状取得に選択必修スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1

体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目

海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2

海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1

日本語ⅠＢ 半期 ● 1

日本語ⅡＡ 半期 ● 1

日本語ⅡB 半期 ● 1

○310



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰
　※印−英米文学分野必修科目
　△印－英語学分野必修科目

専

門

教

育

科

目

第
１
類

Integrated English I 半期 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修
Integrated English I・IIは教育職
員免許状取得に必修

Integrated English II　 半期 2
Integrated English III 半期 2
Integrated English IV 半期 2
Integrated English V 半期 2
Integrated English VI 半期 2
Integrated English VII 半期 2
Integrated English VIII 半期 2
Academic Writing I 半期 2
Academic Writing II 半期 2
Academic Writing III 半期 2
Academic Writing IV 半期 2
English Phonetics I 半期 2 　◎
English Phonetics II 半期 2 　◎
Introduction to English Grammar I 半期 2
Introduction to English Grammar II 半期 2
Learning English as a Second Language I 半期 2
Learning English as a Second Language II 半期 2

第
２
類

英米文学概説Ⅰ 半期 2 　◎
英米文学概説Ⅱ 半期 2 　◎
英語学概説Ⅰ 半期 2 　◎
英語学概説Ⅱ 半期 2 　◎
英米文学講読Ⅰ 半期 2 　※
英米文学講読Ⅱ 半期 2 　※
英語学講読Ⅰ 半期 2 　△
英語学講読Ⅱ 半期 2 　△
英米文学演習Ⅰ 半期 2 　※
英米文学演習Ⅱ 半期 2 　※
英語学演習Ⅰ 半期 2 　△
英語学演習Ⅱ 半期 2 　△
英米文学演習Ⅲ 半期 2 　※
英米文学演習Ⅳ 半期 2 　※
英語学演習Ⅲ 半期 2 　△
英語学演習Ⅳ 半期 2 　△

第
３
類
（
英
米
文
学
分
野
）

イギリス文学史Ⅰ 半期 2
イギリス文学史Ⅱ 半期 2
イギリス小説Ⅰ 半期 2
イギリス小説Ⅱ 半期 2
イギリス詩Ⅰ 半期 2
イギリス詩Ⅱ 半期 2
イギリス演劇Ⅰ 半期 2
イギリス演劇Ⅱ 半期 2
アメリカ文学史Ⅰ 半期 2
アメリカ文学史Ⅱ 半期 2
アメリカ小説Ⅰ 半期 2
アメリカ小説Ⅱ 半期 2
アメリカ詩 半期 2
アメリカ演劇 半期 2
英米文学講読Ⅲ 半期 2
英米文学講読Ⅳ 半期 2
文学批評Ⅰ 半期 2
文学批評Ⅱ 半期 2

○4 11



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰
　※印−英米文学分野必修科目
　△印－英語学分野必修科目

専

門

教

育

科

目

第
４
類
（
英
語
学
分
野
）

英語音韻論Ⅰ 半期 2
英語音韻論Ⅱ 半期 2
英語統語論Ⅰ 半期 2
英語統語論Ⅱ 半期 2
音韻論Ⅰ 半期 2
音韻論Ⅱ 半期 2
文法論I　 半期 2
文法論Ⅱ　 半期 2
英語史Ⅰ 半期 2 教育職員免許状取得に必修
英語史Ⅱ 半期 2 教育職員免許状取得に必修
初期英語Ⅰ 半期 2
初期英語Ⅱ 半期 2
言語学Ⅰ 半期 2
言語学Ⅱ 半期 2
歴史言語学Ⅰ 半期 2
歴史言語学Ⅱ 半期 2

第
５
類

ギリシア語初級Ⅰ 半期 2
ギリシア語初級Ⅱ 半期 2
ギリシア語中級Ⅰ 半期 2
ギリシア語中級Ⅱ 半期 2
ラテン語初級Ⅰ 半期 2
ラテン語初級Ⅱ 半期 2
ラテン語中級Ⅰ 半期 2
ラテン語中級Ⅱ 半期 2

第
６
類

異文化論Ⅰ 半期 2 教育職員免許状取得に必修
異文化論Ⅱ 半期 2 教育職員免許状取得に必修
英米思想史Ⅰ 半期 2
英米思想史Ⅱ 半期 2
翻訳実践Ⅰ 半期 2
翻訳実践Ⅱ 半期 2

第７類
卒業試験 半期 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
卒業論文 半期 2

○512



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　☆印－必修科目　
⎱☆印－選択必修科目⎰

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 　☆
教育基礎論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
教育の制度と経営 半期 ● 2 　☆
教育心理学 半期 2 　☆
教育課程論 半期 ● 2 　☆
道徳教育の理論と方法 半期 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育の方法と技術 半期 2 　☆
ICT活用の理論と方法 半期 2 　☆
教育相談の理論と方法 半期 2 　☆
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 　☆
英語科教育法（概論） 半期 ● 2 　☆
英語科教育法（理論） 半期 ● 2 　☆
英語科教育法（実践） 半期 ● 2 　☆
英語科教育法（応用） 半期 ● 2 　☆
特別支援教育論 半期 2 　☆
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 　☆
介護体験実習 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育実習Ⅰ 通年 3 　☆
教育実習Ⅱ 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 　☆

学
芸
員
に
関
す
る
科
目

博物館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館教育論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
生涯学習概論Ⅰ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程・司書課程と共通
生涯学習概論Ⅱ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館経営論 半期 2 　☆
博物館資料論 半期 ● 2 　☆
日本文学史Ⅰ 半期 ● 2
日本文学史Ⅱ 半期 ● 2
考古学概説Ⅰ 半期 ● 2
考古学概説Ⅱ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅰ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅱ 半期 ● 2
博物館資料保存論 半期 2 　☆
博物館展示論 半期 2 　☆
博物館情報・メディア論 半期 2 　☆
博物館実習Ⅰ（学内実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅱ（見学実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅲ（館園実習） 通年 ● ● 1 　☆
日本思想史Ⅰ 半期 ● 2
日本思想史Ⅱ 半期 ● 2
生活文化史Ⅰ 半期 ● 2
生活文化史Ⅱ 半期 ● 2
日本美術史 半期 2
ヨーロッパ美術史 半期 2

※�教育職員免許状を得るための
履修方法は、大学要覧（教職
課程）を参照のこと

※�学芸員資格を得るための履修
方法は、大学要覧（学芸員課
程）を参照のこと

文学部英文学科課程表（資格科目）

2023年度以降入学生適用

○6 13



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　☆印－必修科目　
⎱☆印－選択必修科目⎰

司
書
に
関
す
る
科
目

図書館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
図書館情報技術論 半期 2 　☆
図書館サービス概論 半期 2 　☆
情報資源組織論 半期 2 　☆
図書・図書館史 半期 2 　
図書館情報資源概論 半期 ● 2 　☆
図書館制度・経営論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
情報サービス論 半期 2 　☆
情報サービス演習Ａ 半期 1 　☆
情報サービス演習Ｂ 半期 1 　☆
情報資源組織演習 通年 ● ● 2 　☆
図書館情報資源特論 半期 1 　
図書館施設論 半期 1 　

関
す
る
科
目 

司
書
教
諭
に

学校経営と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
学校図書館メディアの構成 半期 2 　☆
学習指導と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
読書と豊かな人間性 半期 2 　☆ 司書課程と共通
情報メディアの活用 半期 2 　☆

社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
科
目

SDGsとシティズンシップ論 半期 ● 2 　
市民活動論 半期 2 　
生涯学習支援論 通年 ● ● 4 　☆
社会教育実習Ⅰ 半期 ● 1 　☆
社会教育実習Ⅱ 半期 ● 1 ⎫

⎟
⎟
⎬☆
⎟
⎟
⎭

社会教育課題研究４単位又は社会
教育実習Ⅱ１単位と教育調査実習Ａ
２単位及び社会教育実習Ｂ２単位の
合計５単位のいずれか選択必修

社会教育課題研究 通年 ● ● 4
教育調査実習Ａ 半期 2
教育調査実習Ｂ 半期 2
現代社会と社会教育 半期 2 　
地域文化論 半期 2 　
地域社会論 半期 2 　
社会教育経営論 通年 ● ● 4 　☆

※�司書資格、司書教諭資格を得
るための履修方法は、大学要
覧（司書課程）を参照のこと

※�社会教育主事資格を得るための
履修方法は、大学要覧（社会教
育主事課程）を参照のこと

○714



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学A（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修。
キリスト教学B（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学C（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学D（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにA（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにB（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにC（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課

題

探

究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2

文学部総合人文学科課程表

2023年度以降入学生適用

○115
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⎧	●－原則としてその学期で開講。	 ⎜※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 ⎜
⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱◎印－選択必修科目⎰

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠA 半期 ● 1 　◎
英語ⅠB 半期 ● 1 　◎
英語ⅡA 半期 ● 1 　◎
英語ⅡB 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠA 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修
週２回開講

フランス語ⅠA 半期 ● 2
中国語ⅠA 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠA 半期 ● 2
ドイツ語ⅠB 半期 ● 2

週２回開講 
Bの選択にあたってはAと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅠB 半期 ● 2
中国語ⅠB 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠB 半期 ● 2
ドイツ語ⅡA 半期 ● 1

Ⅱの選択にあたってはⅠと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅡA 半期 ● 1
中国語ⅡA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡA 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションA 半期 ● 1

コミュニケーションの選択にあ
たってはⅠと同一外国語を履修す
ること。

フランス語コミュニケーションA 半期 ● 1
中国語コミュニケーションA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションA 半期 ● 1
ドイツ語ⅡB 半期 ● 1

Ⅱの選択にあたってはⅠと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅡB 半期 ● 1
中国語ⅡB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡB 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションB 半期 ● 1

コミュニケーションの選択にあ
たってはⅠと同一外国語を履修す
ること。

フランス語コミュニケーションB 半期 ● 1
中国語コミュニケーションB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションB 半期 ● 1
ドイツ語ⅢA 半期 ● 1

Ⅲの選択にあたってはⅡと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅢA 半期 ● 1
中国語ⅢA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢA 半期 ● 1
ドイツ語ⅢB 半期 ● 1
フランス語ⅢB 半期 ● 1
中国語ⅢB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢB 半期 ● 1

第

３

類

ベーシック英語 半期 ● 1

「ベーシック英語」履修を指示され
た者は、「ベーシック英語」履修後
に１年後期開講の「英語ⅠA」を履
修すること。ただし、「ベーシック
英語」は進級・卒業要件に含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 週２回開講
英語ⅢA 半期 ● 1
英語ⅢB 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技A 半期 ○ ○ 1
スポーツ実技B 半期 ○ ○ 1
体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究A 通年 4

４単位まで卒業単位に算入海外研究B 半期 2
海外研究C 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠA 半期 ● 1
日本語ⅠB 半期 ● 1
日本語ⅡA 半期 ● 1
日本語ⅡB 半期 ● 1
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第
１
類

総合人文学の基礎I 半期 ● 2 　◎
総合人文学の基礎II 半期 ● 2 　◎

第

２

類

（

思

想

・
哲

学

）

ギリシア・ローマの思想と哲学 半期 ● 2 　
中世ヨーロッパの思想と哲学 半期 ● 2 　
近代ヨーロッパの思想と哲学 半期 ● 2 　
現代の思想と哲学 半期 ● 2 　
日本の思想と哲学 半期 ● 2 　
東洋の思想と哲学 半期 ● 2 　
政治思想史I 半期 ● 2 　
政治思想史II 半期 ● 2 　
日本思想史I 半期 ● 2 　
日本思想史II 半期 ● 2 　
法哲学I 半期 ● 2 　
法哲学II 半期 ● 2 　
経済思想史I 半期 ● 2 　
経済思想史II 半期 ● 2 　
宗教の倫理 半期 ● 2 　
生命の倫理 半期 ● 2 　
環境の倫理 半期 ● 2 　

第

３

類

（

文

化

・
芸

術

）

ギリシア・ローマ文化論 半期 ● 2 　
ヨーロッパ文化論 半期 ● 2 　
アメリカ文化論 半期 ● 2 　
現代文化論 半期 ● 2 　
日本文化論 半期 ● 2 　
生活文化史I 半期 ● 2 　
生活文化史II 半期 ● 2 　
日本文学史I 半期 ● 2 　
日本文学史II 半期 ● 2 　
キリスト教文学I 半期 ● 2 　
キリスト教文学II 半期 ● 2 　
文学批評I 半期 ● 2 　
文学批評II 半期 ● 2 　
ヨーロッパ美術史 半期 ● 2 　
日本美術史 半期 ● 2 　
キリスト教と美術 半期 ● 2 　
キリスト教と音楽 半期 ● 2 　
ヨーロッパ音楽史I 半期 ● 2 　
ヨーロッパ音楽史II 半期 ● 2 　

第
４
類
（
宗
教
・
神
学
）

宗教学I 半期 ● 2
宗教学II 半期 ● 2
宗教史 半期 ● 2
仏教概説 半期 ● 2
イスラーム世界の形成と展開 半期 ● 2
古代キリスト教史 半期 ● 2
中世キリスト教史 半期 ● 2
近世キリスト教史 半期 ● 2
近現代キリスト教史 半期 ● 2
アメリカのキリスト教 半期 ● 2
旧約聖書概説I 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第
４
類
（
宗
教
・
神
学
）

旧約聖書概説II 半期 ● 2
旧約聖書神学I 半期 ● 2
旧約聖書神学II 半期 ● 2
旧約聖書釈義I 半期 ● 2
旧約聖書釈義II 半期 ● 2
新約聖書概説I 半期 ● 2
新約聖書概説II 半期 ● 2
新約聖書神学I 半期 ● 2
新約聖書神学II 半期 ● 2
新約聖書釈義I 半期 ● 2
新約聖書釈義II 半期 ● 2
組織神学I 半期 ● 2
組織神学II 半期 ● 2
実践神学Ⅰ 半期 ● 2
実践神学Ⅱ 半期 ● 2

第

５

類

キリスト教教育I 半期 ● 2
キリスト教教育II 半期 ● 2
教理史 半期 ● 2
文化遺産と現代社会 半期 ● 2
NPO・ボランティア論 半期 ● 2
死生学Ⅰ 半期 ● 2
死生学Ⅱ 半期 ● 2

第

６

類

英語講読I 半期 ● 2
英語講読II 半期 ● 2
ドイツ語講読I 半期 ● 2
ドイツ語講読II 半期 ● 2
フランス語講読I 半期 ● 2
フランス語講読II 半期 ● 2
ギリシア語初級I 半期 ● 2
ギリシア語初級II 半期 ● 2
ギリシア語中級I 半期 ● 2
ギリシア語中級II 半期 ● 2
ラテン語初級I 半期 ● 2
ラテン語初級II 半期 ● 2
ラテン語中級I 半期 ● 2
ラテン語中級II 半期 ● 2
ヘブライ語初級I 半期 ● 2
ヘブライ語初級II 半期 ● 2
ヘブライ語中級I 半期 ● 2
ヘブライ語中級II 半期 ● 2

第
７
類

人文学演習I 半期 ● 2 ◎
人文学演習II 半期 ● 2 ◎
論文演習I 半期 ● 2 ◎
論文演習II 半期 ● 2 ◎
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　☆印－必修科目　　
⎱☆印－選択必修科目⎰

教

職

等

に

関

す

る

科

目

現代教職論 半期 2 　☆
教育基礎論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
教育の制度と経営 半期 ● 2 　☆
教育心理学 半期 2 　☆
教育課程論 半期 ● 2 　☆
道徳教育の理論と方法 半期 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育の方法と技術 半期 2 　☆
ICT活用の理論と方法 半期 2 　☆
教育相談の理論と方法 半期 2 　☆
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 　☆
宗教科教育法（概論） 半期 ● 2 　☆
宗教科教育法（理論） 半期 ● 2 　☆
宗教科教育法（実践） 半期 ● 2 　☆
宗教科教育法（応用） 半期 ● 2 　☆
特別支援教育論 半期 2 　☆
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 　☆
介護体験実習 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育実習Ⅰ 通年 3 　☆
教育実習Ⅱ 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 　☆

学
芸
員
に
関
す
る
科
目

博物館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館教育論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
生涯学習概論Ⅰ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程・司書課程と共通
生涯学習概論Ⅱ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館経営論 半期 2 　☆
博物館資料論 半期 ● 2 　☆
考古学概説Ⅰ 半期 ● 2
考古学概説Ⅱ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅰ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅱ 半期 ● 2
博物館資料保存論 半期 2 　☆
博物館展示論 半期 2 　☆
博物館情報・メディア論 半期 2 　☆
博物館実習Ⅰ（学内実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅱ（見学実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅲ（館園実習） 通年 ● ● 1 　☆

司
書
に
関
す
る
科
目

図書館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
図書館情報技術論 半期 2 　☆
図書館サービス概論 半期 2 　☆
情報資源組織論 半期 2 　☆
図書・図書館史 半期 2 　
図書館情報資源概論 半期 ● 2 　☆
図書館制度・経営論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
情報サービス論 半期 2 　☆
情報サービス演習Ａ 半期 1 　☆
情報サービス演習Ｂ 半期 1 　☆
情報資源組織演習 通年 ● ● 2 　☆
図書館情報資源特論 半期 1 　
図書館施設論 半期 1 　

※�教育職員免許状を得るための
履修方法は、大学要覧（教職
課程）を参照のこと。

※�学芸員資格を得るための履修
方法は、大学要覧（学芸員課
程）を参照のこと

※�司書資格、司書教諭資格を得
るための履修方法は、大学要
覧（司書課程）を参照のこと

文学部総合人文学科課程表（資格科目）

2023年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　　　考1年 2年 3年 4年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　☆印－必修科目　　
⎱☆印－選択必修科目⎰

司
書
教
諭
に 

関
す
る
科
目

学校経営と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
学校図書館メディアの構成 半期 2 　☆
学習指導と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
読書と豊かな人間性 半期 2 　☆ 司書課程と共通
情報メディアの活用 半期 2 　☆

社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
科
目

SDGsとシティズンシップ論 半期 ● 2 　
市民活動論 半期 2 　
生涯学習支援論 通年 ● ● 4 　☆ 　
社会教育実習Ⅰ 半期 ● 1 　☆ 　
社会教育実習Ⅱ 半期 ● 1 ⎫

⎟
⎟
⎬☆
⎟
⎟
⎭

社会教育課題研究４単位又は社会
教育実習Ⅱ１単位と教育調査実習Ａ
２単位及び教育調査実習Ｂ２単位の
合計５単位のいずれか選択必修

社会教育課題研究 通年 ● ● 4
教育調査実習Ａ 半期 2
教育調査実習Ｂ 半期 2
現代社会と社会教育 半期 2 　 　
地域文化論 半期 2 　 　
地域社会論 半期 2 　 　
社会教育経営論 通年 ● ● 4 　☆ 　

※�社会教育主事資格を得るための
履修方法は、大学要覧（社会教
育主事課程）を参照のこと
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修。４単位まで卒業
単位に算入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2
　◎ ２単位選択必修

クリティカル･シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2

文学部歴史学科課程表

2023年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

週２回開講 
２単位選択必修

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2

　 週２回開講。Ｂの選択にあたって
はＡと同一外国語を履修すること。

フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1 　

Ⅱの選択にあたってはⅠと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅡＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　

コミュニケーションの選択にあ
たっては、Ⅰと同一外国語を履修
すること。

フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1 　

Ⅱの選択にあたってはⅠと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅡＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　

コミュニケーションの選択にあ
たっては、Ⅰと同一外国語を履修
すること。

フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1 　

Ⅲの選択にあたってはⅡと同一外
国語を履修すること。

フランス語ⅢＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1 　
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1 　

第

３

類

ベーシック英語 半期 ● 1 　

「ベーシック英語」履修を指示され
た者は、「ベーシック英語」履修後
に１年後期開講の「英語ⅠA」を履
修すること。ただし、「ベーシック
英語」は進級・卒業要件に含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 　 週２回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1 　
英語ⅢＢ 半期 ● 1 　

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1 　
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1 　
体育講義 半期 ○ ○ 2 　

留学科目
海外研究Ａ 通年 4 　

４単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2 　
海外研究Ｃ 半期 1 　

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅠＢ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＢ 半期 ● 1 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第

１

類

（

演

習

）

入門演習Ⅰ 半期 ● 2 　
入門演習Ⅱ 半期 ● 2 　
基礎演習Ⅰ 半期 ● 2 　◎
基礎演習Ⅱ 半期 ● 2 　◎
日本史総合演習Ⅰ 半期 ● 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修。
アジア史総合演習Ⅰ 半期 ● 2
ヨーロッパ史総合演習Ⅰ 半期 ● 2
考古学総合演習Ⅰ 半期 ● 2
民俗学総合演習Ⅰ 半期 ● 2
日本史総合演習Ⅱ 半期 ● 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修。Ⅱの選択にあ
たっては、Ⅰと同一教員担当のも
のとする。

アジア史総合演習Ⅱ 半期 ● 2
ヨーロッパ史総合演習Ⅱ 半期 ● 2
考古学総合演習Ⅱ 半期 ● 2
民俗学総合演習Ⅱ 半期 ● 2
日本史論文演習Ⅰ 半期 ● 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修。論文演習の選択に
あたっては、前年度履修した総合演
習と同一教員担当のものとする。

アジア史論文演習Ⅰ 半期 ● 2
ヨーロッパ史論文演習Ⅰ 半期 ● 2
考古学論文演習Ⅰ 半期 ● 2
民俗学論文演習Ⅰ 半期 ● 2
日本史論文演習Ⅱ 半期 ● 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修。Ⅱの選択にあ
たっては、Ⅰと同一教員担当のも
のとする。

アジア史論文演習Ⅱ 半期 ● 2
ヨーロッパ史論文演習Ⅱ 半期 ● 2
考古学論文演習Ⅱ 半期 ● 2
民俗学論文演習Ⅱ 半期 ● 2

第

２

類

（

講

義

）

日本史概説Ⅰ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

５分野（「日本史概説Ⅰ・Ⅱ」・「ア
ジア史概説Ⅰ・Ⅱ」・「ヨーロッパ
史概説Ⅰ・Ⅱ」・「考古学概説Ⅰ・
Ⅱ」・「民俗学概説Ⅰ・Ⅱ」）から
４分野（８科目16単位）以上選
択必修

日本史概説Ⅱ 半期 ● 2
アジア史概説Ⅰ 半期 ● 2
アジア史概説Ⅱ 半期 ● 2
ヨーロッパ史概説Ⅰ 半期 ● 2
ヨーロッパ史概説Ⅱ 半期 ● 2
考古学概説Ⅰ 半期 ● 2
考古学概説Ⅱ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅰ 半期 ● 2
民俗学概説Ⅱ 半期 ● 2
歴史の中の東北 半期 ● 2 　
江戸から明治へ 半期 ● 2 　
イスラーム世界の形成と展開 半期 ● 2 　
伝統アジアの社会と文化 半期 ● 2 　
ヨーロッパ近現代の国家と社会 半期 ● 2 　
アジアにおける国家の誕生 半期 ● 2 　
近現代日本と東アジア 半期 ● 2 　
ヨーロッパ中近世社会史 半期 ● 2 　
アジアの王権と思想 半期 ● 2 　
日本史の諸問題Ⅰ 半期 ● 2 　
日本史の諸問題Ⅱ 半期 ● 2 　
アジア史の諸問題Ⅰ 半期 ● 2 　
アジア史の諸問題Ⅱ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史の諸問題Ⅰ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史の諸問題Ⅱ 半期 ● 2 　
考古学の諸問題Ⅰ 半期 ● 2 　
考古学の諸問題Ⅱ 半期 ● 2 　
民俗学の諸問題Ⅰ 半期 ● 2 　
民俗学の諸問題Ⅱ 半期 ● 2 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第

３

類

（

講

読

・
実

習

）

古文書学Ⅰ 半期 ● 2 　
古文書学Ⅱ 半期 ● 2 　
アジア史基礎講読Ⅰ 半期 ● 2 　
アジア史基礎講読Ⅱ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史基礎講読Ⅰ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史基礎講読Ⅱ 半期 ● 2 　
民俗学調査入門Ⅰ 半期 ● 1 　
民俗学調査入門Ⅱ 半期 ● 1 　
考古学実習Ⅰ 半期 ● 2 　
ギリシア語初級Ⅰ 半期 ● 2 　
ギリシア語初級Ⅱ 半期 ● 2 　
日本史専門講読Ⅰ 半期 ● 2 　
日本史専門講読Ⅱ 半期 ● 2 　
日本史専門講読Ⅲ 半期 ● 2 　
アジア史専門講読Ⅰ 半期 ● 2 　
アジア史専門講読Ⅱ 半期 ● 2 　
アジア史専門講読Ⅲ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史専門講読Ⅰ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史専門講読Ⅱ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史専門講読Ⅲ 半期 ● 2 　
考古学実習Ⅱ 半期 ● 2 　
考古学実習Ⅲ 半期 ● 2 　
民俗学実習Ⅰ 半期 ● 2 　
民俗学実習Ⅱ 半期 ● 2 　
ラテン語初級Ⅰ 半期 ● 2 　
ラテン語初級Ⅱ 半期 ● 2 　
ギリシア語中級Ⅰ 半期 ● 2 　
ギリシア語中級Ⅱ 半期 ● 2 　
ラテン語中級Ⅰ 半期 ● 2 　
ラテン語中級Ⅱ 半期 ● 2 　

第

４

類

（

隣

接

科

目

）

地誌学Ⅰ 半期 2 　 ・�学芸員、司書、社会教育主事資格
を得るための履修方法は、大学要
覧（学芸員課程、司書課程、社会
教育主事課程）を参照のこと。

地誌学Ⅱ 半期 2 　
日本文学史Ⅰ 半期 ● 2 　
日本文学史Ⅱ 半期 ● 2 　
自然地理学Ⅰ 半期 ● 2 　
自然地理学Ⅱ 半期 ● 2 　
人文地理学Ⅰ 半期 ● 2 　
人文地理学Ⅱ 半期 ● 2 　
日本美術史 半期 ● 2 　
ヨーロッパ美術史 半期 ● 2 　
生活文化史Ⅰ 半期 ● 2 　
生活文化史Ⅱ 半期 ● 2 　
日本経済史Ⅰ 半期 ● 2 　
日本経済史Ⅱ 半期 ● 2 　
西洋経済史Ⅰ 半期 ● 2 　
西洋経済史Ⅱ 半期 ● 2 　
日本思想史Ⅰ 半期 ● 2 　
日本思想史Ⅱ 半期 ● 2 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　☆印－必修科目　　
⎱☆印－選択必修科目⎰

教

職

等

に

関

す

る

科

目

現代教職論 半期 2 　☆
教育基礎論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
教育の制度と経営 半期 ● 2 　☆
教育心理学 半期 2 　☆
教育課程論 半期 ● 2 　☆
道徳教育の理論と方法 半期 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育の方法と技術 半期 2 　☆
ICT活用の理論と方法 半期 2 　☆
教育相談の理論と方法 半期 2 　☆
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 　☆
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　☆
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　☆
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 　☆
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 　☆
社会・地理歴史科教育法（応用） 半期 ● 2 　☆
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 　☆
特別支援教育論 半期 2 　☆
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 　☆
介護体験実習 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教育実習Ⅰ 通年 3 　☆
教育実習Ⅱ 通年 2 　☆ 中学校教育職員免許状取得に必修
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 　☆

学
芸
員
に
関
す
る
科
目

博物館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館教育論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
生涯学習概論Ⅰ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程・司書課程と共通
生涯学習概論Ⅱ 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
博物館経営論 半期 2 　☆
博物館資料論 半期 ● 2 　☆
博物館資料保存論 半期 2 　☆
博物館展示論 半期 2 　☆
博物館情報・メディア論 半期 2 　☆
博物館実習Ⅰ（学内実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅱ（見学実習） 通年 ● ● 1 　☆
博物館実習Ⅲ（館園実習） 通年 ● ● 1 　☆

司
書
に
関
す
る
科
目

図書館概論 半期 ● 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
図書館情報技術論 半期 2 　☆
図書館サービス概論 半期 2 　☆
情報資源組織論 半期 2 　☆
図書・図書館史 半期 2 　
図書館情報資源概論 半期 ● 2 　☆
図書館制度・経営論 半期 2 　☆ 社会教育主事課程と共通
情報サービス論 半期 2 　☆
情報サービス演習Ａ 半期 1 　☆
情報サービス演習Ｂ 半期 1 　☆
情報資源組織演習 通年 ● ● 2 　☆
図書館情報資源特論 半期 1 　
図書館施設論 半期 1 　

関
す
る
科
目 

司
書
教
諭
に

学校経営と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
学校図書館メディアの構成 半期 2 　☆
学習指導と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
読書と豊かな人間性 半期 2 　☆ 司書課程と共通
情報メディアの活用 半期 2 　☆

※�教育職員免許状を得るための
履修方法は、大学要覧（教職
課程）を参照のこと

※�学芸員資格を得るための履修
方法は、大学要覧（学芸員課
程）を参照のこと

※�司書資格、司書教諭資格を得
るための履修方法は、大学要
覧（司書課程）を参照のこと

文学部歴史学科課程表（資格科目）

2023年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　☆印－必修科目　　
⎱☆印－選択必修科目⎰

社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
科
目

SDGsとシティズンシップ論 半期 ● 2 　
市民活動論 半期 2 　
生涯学習支援論 通年 ● ● 4 　☆
社会教育実習Ⅰ 半期 ● 1 　☆
社会教育実習Ⅱ 半期 ● 1 ⎫

⎟
⎟
⎬☆
⎟
⎟
⎭

社会教育課題研究４単位又は社会
教育実習Ⅱ１単位と教育調査実習Ａ
２単位及び教育調査実習Ｂ２単位の
合計５単位のいずれか選択必修

社会教育課題研究 通年 ● ● 4
教育調査実習Ａ 半期 2
教育調査実習Ｂ 半期 2
現代社会と社会教育 半期 2 　
地域文化論 半期 2 　
地域社会論 半期 2 　
社会教育経営論 通年 ● ● 4 　☆

※社会教育主事資格を得るため
の履修方法は、大学要覧（社会
教育主事課程）を参照のこと
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教育原理 ◎
現代教職論 ◎
教育心理学 ◎
教育課程論 ◎
道徳教育の理論と方法 ◎
教育方法 ◎
教育の相談と指導Ⅰ ◎
教育の相談と指導Ⅱ ◎
教科教育法Ⅰ（社会・地理歴史） ◎ ○
教科教育法Ⅰ（社会・公民） ◎ ○
教科教育法Ⅱ（社会・地理歴史） ◎ ○
教科教育法Ⅱ（社会・公民） ◎ ○
教科教育法Ⅲ（社会・地理歴史） ◎ ○
教科教育法Ⅲ（社会・公民） ◎ ○
教科教育法Ⅳ（社会） ◎ ○
特別活動の理論と方法 ◎
介護体験実習 ◎
教育実習Ⅰ ○ ◎
教育実習Ⅱ ○ ◎

教職実践演習（中・高） ◎

博物館教育論 ◎
生涯学習概論 ◎
博物館経営論 ◎
博物館資料保存論 ◎
博物館展示論 ◎
博物館情報・メディア論 ◎
博物館実習Ⅰ（学内実習） ○ ◎
博物館実習Ⅱ（見学実習） ○ ◎

博物館実習Ⅲ（館園実習） ○ ◎

図書館情報技術論 ◎
図書館サービス概論 ◎
情報資源組織論 ◎
図書・図書館史 ◎
図書館制度・経営論 ◎
情報サービス論 ◎
情報サービス演習Ａ ◎
情報サービス演習Ｂ ◎
情報資源組織演習 ◎
図書館情報資源特論 ◎

図書館施設論 ◎

学校経営と学校図書館 ◎
学校図書館メディアの構成 ◎
学習指導と学校図書館 ◎
読書と豊かな人間性 ◎

情報メディアの活用 ◎

市民活動論 ◎
教育工学実習 ◎
ボランティア活動 ◎
生涯学習論 ◎
スポーツ指導論 ◎
地域構想論 ◎
地域福祉論 ◎
地域スポーツ論 ◎
スポーツマネジメント ◎
社会教育課題研究 ○ ◎
社会教育実習 ○ ◎
教育調査実習Ａ ◎
教育調査実習Ｂ ◎
現代社会と社会教育 ◎
市民性育成の教育論 ◎
地域教育論 ◎
地域政策論 ◎
地域文化論 ◎
地域社会論 ◎

社会教育計画 ◎

科目ナンバリング 科目名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
現代をよく生きること
について、キリスト教
の教えを踏まえた考察
ができる

高度な知的活動に必要
な汎用的諸技能・能力
及び英語力を活用でき
る

ものごとを広く多様な
視点から認識し、異な
る認識・思考方法や価
値観に理解を示すこと
ができる

専攻分野の専門的知識
とそれを支える認識や
思考の方法を説明でき
る

課題を発見し、その解
決のために学修成果を
総合的に活用できる

文学部教育学科課程表

2023年度以降入学生適用
	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学A（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

2単位選択必修
キリスト教学B（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学C（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学D（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにA（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにB（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにC（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎ 教員免許状取得者は必修
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修

合計８単位以上
修得

（「日本国憲法」
は、教員免許状
取得者は必修）

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

外

国

語

科

目

第
１
類

英語IA 半期 ● 1 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語IB 半期 ● 1 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語IIA 半期 ● 1 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語IIB 半期 ● 1 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修

第

２

類

ドイツ語IA 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

週２回開講
Ｂの選択にあたってはＡと
同一外国語を履修すること。

フランス語IA 半期 ● 2
中国語IA 半期 ● 2
韓国・朝鮮語IA 半期 ● 2
ドイツ語IB 半期 ● 2
フランス語IB 半期 ● 2
中国語IB 半期 ● 2
韓国・朝鮮語IB 半期 ● 2
ドイツ語IIA 半期 ● 1
フランス語IIA 半期 ● 1
中国語IIA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語IIA 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションA 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションA 半期 ● 1
中国語コミュニケーションA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションA 半期 ● 1
ドイツ語IIB 半期 ● 1
フランス語IIB 半期 ● 1
中国語IIB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語IIB 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションB 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションB 半期 ● 1
中国語コミュニケーションB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションB 半期 ● 1
ドイツ語ⅢA 半期 ● 1
フランス語ⅢA 半期 ● 1
中国語ⅢA 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢA 半期 ● 1
ドイツ語ⅢB 半期 ● 1
フランス語ⅢB 半期 ● 1
中国語ⅢB 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢB 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」は履修を指示された者
が履修すること。ただし、「ベーシック英
語」は進級・卒業単位に含まない。

英語ⅢA 半期 ● 1
英語ⅢB 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技A 半期 ○ ○ 1

☆教員免許状取得者は3科目のう
ち2科目選択必修スポーツ実技B 半期 ○ ○ 1

体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究A 通年 4

４単位まで卒業単位に算入海外研究B 半期 2
海外研究C 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語IA 半期 ● 1
日本語IB 半期 ● 1
日本語IIA 半期 ● 1
日本語IIB 半期 ● 1
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第
１
類
（
教
育
学
）

教育学入門演習 半期 ● 2 ◎
教育基礎論 半期 ● 2 ◎ ☆教員免許状取得者は必修
教育心理学 半期 ● 2 ◎ ☆教員免許状取得者は必修　
教育課程論 半期 ● 2 ◎ ☆教員免許状取得者は必修
発達心理学 半期 ● 2
学級経営論 半期 ● 2
教育社会学 半期 ● 2
生涯学習論 半期 ● 2 司書課程履修者は必修

第

２

類

（

児

童

教

育

）

国語概説(書写を含む） 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
社会概説 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
算数概説 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
理科概説 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
生活概説 半期 ● 2
音楽概説 半期 ● 2
図画工作概説 半期 ● 2
家庭概説 半期 ● 2
体育概説 半期 ● 2
児童英語概説 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（国語） 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（社会） 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（算数） 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（理科） 半期 ● 2 ◎ ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（生活） 半期 ● 2 ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（音楽） 半期 ● 2 ☆小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（英語） 半期 ● 2 ☆小学校教員免許状取得者は必修

第

３

類

（

英

語

教

育

）

英語教育学概論 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
教育英語学概論 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英米文学概論 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英米文学講読 半期 ● 2
英米小説Ⅰ 半期 ● 2
英米小説Ⅱ 半期 ● 2
英米演劇Ⅰ 半期 ● 2
英米演劇Ⅱ 半期 ● 2
実践英語発音学 I 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
実践英語発音学 II 半期 ● 2 ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
教育英文法Ⅰ 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
教育英文法Ⅱ 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語史Ⅰ 半期 ● 2
英語史Ⅱ 半期 ● 2
第二言語習得論 半期 ● 2 ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語コミュニケーション概論 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
社会言語学概論 半期 ● 2
応用言語学概論 半期 ● 2
総合英語コミュニケーション演習 I 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
総合英語コミュニケーション演習 II 半期 ● 2 ◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
総合英語コミュニケーション演習 III 半期 ● 2
総合英語コミュニケーション演習 IV 半期 ● 2
総合英語コミュニケーション演習 V 半期 ● 2 ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
総合英語コミュニケーション演習 Ⅵ 半期 ● 2 ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
英語教育実践 （海外研修） 半期 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　◎印－必修科目　　
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

教

育

科

目

第
４
類
（
異
文
化
理
解
教
育
）

異文化理解 半期 ● 2
異文化間コミュニケーション論 半期 ● 2 　◎ ☆中・高英語教員免許状取得者は必修
シティズンシップ教育　 半期 ● 2
多文化・グローバル教育 半期 ● 2
持続可能な発展のための教育（ESD） 半期 ● 2
平和教育 半期 ● 2

第
５
類
（
教
職
実
践
）

ICT活用の理論と方法 半期 ● 2 　◎ ☆教員免許状取得者は必修
学級経営・生徒指導実践 半期 ● 2
学校経営・協働教育実践 半期 ● 2
安全・防災教育実践 半期 ● 2
学習支援実践（インターンシップ） 通年 ● ● 2
授業づくり実践I（国語・算数・外国語） 半期 ● 2
授業づくり実践II（社会・理科・生活） 半期 ● 2
授業づくり実践III（家庭・道徳・総合的な学習） 半期 ● 2
授業づくり実践IV（音楽・図画工作・体育） 半期 ● 2

第
６
類

（
演
習
・
卒
業
研
究
）

教育学演習 I 半期 ● 2 　◎
教育学演習 II 半期 ● 2 　◎
卒業研究Ⅰ 半期 ● 2 　◎
卒業研究Ⅱ 半期 ● 2 　◎
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

　☆印－必修科目　　
⎱☆印－選択必修科目⎰

教

職

等

に

関

す

る

科

目

現代教職論 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
道徳教育の理論と方法 半期 ● 2 　☆ 小・中学校教員免許状取得者は必修
教育相談の理論と方法 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修　
介護体験実習 通年 ● ● 2 　☆ 小・中学校教員免許状取得者は必修
教育実習（小学校） 通年 ● ● 5 　☆ 小学校教員免許状取得者は必修
教育実習Ⅰ 通年 ● ● 3 　☆ 中・高教員免許状取得者は必修
教育実習Ⅱ 通年 ● ● 2 　☆ 中学校教員免許状取得者は必修
教職実践演習（小・中・高） 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
英語科教育法（概論） 半期 ● 2 　☆ 中・高英語教員免許状取得者は必修
英語科教育法（理論） 半期 ● 2 　☆ 中・高英語教員免許状取得者は必修
英語科教育法（実践） 半期 ● 2 　☆ 中・高英語教員免許状取得者は必修
英語科教育法（応用） 半期 ● 2 　☆ 中・高英語教員免許状取得者は必修
教育の制度と経営 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
教育の方法と技術 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
特別支援教育論 半期 ● 2 　☆ 教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（体育） 半期 ● 2 　☆ 小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（図画工作） 半期 ● 2 　☆ 小学校教員免許状取得者は必修
初等教科教育法（家庭） 半期 ● 2 　☆ 小学校教員免許状取得者は必修

司
書
に
関
す
る
科
目

図書館概論 半期 2 　☆
図書館情報技術論 半期 2 　☆
図書館サービス概論 半期 2 　☆
図書館情報資源概論 半期 2 　☆
情報資源組織論 半期 2 　☆
図書・図書館史 半期 2 　
図書館制度・経営論 半期 2 　☆
情報サービス論 半期 2 　☆
情報サービス演習Ａ 半期 1 　☆
情報サービス演習Ｂ 半期 1 　☆
情報資源組織演習 通年 ● ● 2 　☆
図書館情報資源特論 半期 1 　
図書館施設論 半期 1 　

司
書
教
諭
に

関
す
る
科
目

学校経営と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
学校図書館メディアの構成 半期 2 　☆
学習指導と学校図書館 半期 2 　☆ 司書課程と共通
読書と豊かな人間性 半期 2 　☆ 司書課程と共通
情報メディアの活用 半期 2 　☆

文学部教育学科課程表（資格科目）

2023年度以降入学生適用
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経済学部経済学科課程表

2023年度以降入学生適用
	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。
キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 ◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課

題

探

究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人　

文　

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社　

会　

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自　

然　

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

第　

２　

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2

週２回開講‌
※�Bの選択にあたってはAと‌
同一の外国語を履修すること。

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に1年後期開講の
「英語ⅠA」を履修すること。ただし、「ベー
シック英語」は進級・卒業要件には含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1
体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ○ 1
日本語ⅠＢ 半期 ○ 1
日本語ⅡＡ 半期 ○ 1
日本語ⅡＢ 半期 ○ 1

専

門

教

育

科

目

第　

１　

類

コ

ア

（

基

礎

科

目

）

ミクロ経済学入門I 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4つのIより2科目以上，‌
4つのIIより2科目以上‌
選択必修

ミクロ経済学入門II 半期 ● 2
マクロ経済学入門I 半期 ● 2
マクロ経済学入門II 半期 ● 2
資本主義経済入門I 半期 ● 2
資本主義経済入門II 半期 ● 2
資本主義経済理論I 半期 ● 2
資本主義経済理論II 半期 ● 2
経済数学I 半期 ● 2
経済数学II 半期 ● 2
統計学入門I 半期 ● 2
統計学入門II 半期 ● 2
経済データ入門I 半期 ● 2
経済データ入門II 半期 ● 2
日本経済入門 半期 ● 2
ミクロ経済学I 半期 ● 2
ミクロ経済学II 半期 ● 2
マクロ経済学I 半期 ● 2
マクロ経済学II 半期 ● 2
経済統計学I 半期 ● 2
経済統計学II 半期 ● 2
計量経済学I 半期 ● 2
計量経済学II 半期 ● 2
経済学史 半期 ● 2
経済思想史 半期 ● 2

第２類 総合演習 通年 ● ● 4 ◎

第　

３　

類

演
習

演習I 通年 ● ● 4
演習II 通年 ● ● 4
演習III 通年 ● ● 4

理　

論

ゲーム理論I 半期 ● 2
ゲーム理論II 半期 ● 2
行動経済学I 半期 ● 2
行動経済学II 半期 ● 2
経済動学理論I 半期 ● 2
経済動学理論II 半期 ● 2
開発経済学I 半期 ● 2
開発経済学II 半期 ● 2
金融論I 半期 ● 2
金融論II 半期 ● 2
金融システム論 半期 ● 2
金融政策論 半期 ● 2
地域金融論 半期 ● 2
国際金融論I 半期 ● 2
国際金融論II 半期 ● 2
国際経済学I 半期 ● 2
国際経済学II 半期 ● 2
経済学特殊講義I 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

専

門

教

育

科

目

第　

３　

類

産

業

・
政

策

応用計量分析I 半期 ● 2
応用計量分析II 半期 ● 2
産業組織論I 半期 ● 2
産業組織論II 半期 ● 2
労働経済学I 半期 ● 2
労働経済学II 半期 ● 2
財政学I 半期 ● 2
財政学II 半期 ● 2
財政システム論 半期 ● 2
財政政策論 半期 ● 2
公共経済学 半期 ● 2
公共選択論 半期 ● 2
地方財政論 半期 ● 2
経済政策論I 半期 ● 2
経済政策論II 半期 ● 2
都市経済学I 半期 ● 2
都市経済学II 半期 ● 2
環境経済学I 半期 ● 2
環境経済学II 半期 ● 2

社

会

経

済

政治経済論I 半期 ● 2
政治経済論II 半期 ● 2
情報経済論I 半期 ● 2
情報経済論II 半期 ● 2
日本経済史I 半期 ● 2
日本経済史II 半期 ● 2
西洋経済史I 半期 ● 2
西洋経済史II 半期 ● 2
日本経済論 半期 ● 2
日本産業論 半期 ● 2
グローバル経済論I 半期 ● 2
グローバル経済論II 半期 ● 2
地域経済論 半期 ● 2
経済立地論 半期 ● 2
東北経済論 半期 ● 2
東北開発論 半期 ● 2
農業経済論I 半期 ● 2
農業経済論II 半期 ● 2
経済学特殊講義II 半期 ● 2

第４類
卒業研究 半期 ● 2 ⎫

⎬◎
⎭

卒業研究と卒業試験の‌
いずれかについて必修卒業試験 半期 ● 2

第
５
類

英
語
に
よ
る
経
済
学

外国書講読I 半期 ● 2
外国書講読II 半期 ● 2
Business and Financial EnglishI 半期 ● 2
Business and Financial EnglishII 半期 ● 2
Seminar A 半期 ● 2
Seminar B 半期 ● 2
Seminar C 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

専

門

教

育

科

目

第

６

類

資
格
講
座

ファイナンシャル・プランナー講座I 半期 ● 2
ファイナンシャル・プランナー講座II 半期 ● 2
ファイナンシャル・プランナー講座III 半期 ● 2
ファイナンシャル・プランナー講座IV 半期 ● 2
キャリア形成論 半期 ● 2
公務員試験経済学講座I 半期 ● 2
公務員試験経済学講座II 半期 ● 2

第

７

類

情報・通信基礎工学 半期 ● 2
アルゴリズム論 半期 ● 2
データサイエンス 半期 ● 2
人工知能 半期 ● 2
簿記学I 半期 ● 2
簿記学II 半期 ● 2
民法I 半期 ● 2
民法II 半期 ● 2
会社法I 半期 ● 2
会社法II 半期 ● 2
経営学総論I 半期 ● 2
経営学総論II 半期 ● 2

教
育
職
員
免
許
状
の‌

教
科
に
関
す
る
科
目

日本史要論 半期 ● 2
外国史要論 半期 ● 2
地理学概説 半期 ● 2
地誌学概説 半期 ● 2
職業指導I 半期 ● 2
職業指導II 半期 ● 2

教

職

等

に

関

す

る

科

目

現代教職論 半期 2 ◇
教育基礎論 半期 ● 2 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◇
教育心理学 半期 2 ◇
教育課程論 半期 ● 2 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 2 ※
教育の方法と技術 半期 2 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 2 ◇
教育相談の理論と方法 半期 2 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◇
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ※
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
社会・地理歴史科教育法（応用） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 ※
商業科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ※
商業科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ※
特別支援教育論 半期 2 ◇
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◇
介護体験実習 通年 2 ※
教育実習Ⅰ 通年 3 ◇
教育実習Ⅱ 通年 2 ※
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◇

◇�印は、教育職員免許状取得
に必修。
※�印は、取得しようとする免
許の種類と教科によって履
修方法が異なる。（詳細は大
学要覧「教職課程」を参照
のこと）教育職員免許状を
得るための履修方法は、大
学要覧（教職課程）を参照
のこと。
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経営学部経営学科課程表

2023年度以降入学生適用
	 	 ⎫	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎬	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎭	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱
⎰印－選択必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業単
位に参入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2
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	 	 ⎫	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎬	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎭	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱
⎰印－選択必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

週2回開講 
※�Ｂの選択にあたってはＡと同一

外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に１年後期開講の
「英語ＩＡ」を履修すること。ただし、「ベー
シック英語」は進級・卒業単位に含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1
体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

４単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1
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	 	 ⎫	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎬	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎭	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱
⎰印－選択必修科目

専　
　
　
　

門　
　
　
　

教　
　
　
　

育　
　
　
　

科　
　
　
　

目

第
１
類

共
通
系

経営学入門 半期 ● 2 ◎

第

２

類

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

経営心理学Ⅰ 半期 ● 2
経営心理学Ⅱ 半期 ● 2
経営管理論 半期 ● 2
経営戦略論 半期 ● 2
国際経営論 半期 ● 2

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

商業史Ⅰ 半期 ● 2
商業史Ⅱ 半期 ● 2
マーケティングⅠ（Ａ） 半期 ● 2
流通論 半期 ● 2
サプライチェーン・マネジメント 半期 ● 2

会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
系

商業簿記Ⅰ（Ａ） 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

商業簿記Ⅰ（Ｂ） 半期 ● 2
商業簿記Ⅱ（Ａ） 半期 ● 2
商業簿記Ⅱ（Ｂ） 半期 ● 2
商業簿記Ⅲ（Ａ） 半期 ● 2
商業簿記Ⅲ（Ｂ） 半期 ● 2
工業簿記Ⅰ 半期 ● 2
工業簿記Ⅱ 半期 ● 2
財務会計論Ⅰ 半期 ● 2
財務会計論Ⅱ 半期 ● 2
ファイナンス 半期 ● 2

共
通
系

情報処理概論Ⅰ 半期 ● 2
情報処理概論Ⅱ 半期 ● 2
統計学概論Ⅰ 半期 ● 2
統計学概論Ⅱ 半期 ● 2

第

３

類

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

日本経営史 半期 ● 2
現代日本経営史 半期 ● 2
経営組織論Ⅰ 半期 ● 2
経営組織論Ⅱ 半期 ● 2
人的資本経営論 半期 ● 2
人的資源管理論 半期 ● 2
企業倫理 半期 ● 2
サステナビリティ・マネジメント 半期 ● 2
イノベーション論 半期 ● 2

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

サービス・マネジメントⅠ 半期 ● 2
サービス・マネジメントⅡ 半期 ● 2
マーケティングⅠ（Ｂ） 半期 ● 2
商業政策論 半期 ● 2
マーケティングⅡ（Ａ） 半期 ● 2
マーケティングⅡ（Ｂ） 半期 ● 2
起業論 半期 ● 2
アントレプレナーシップ 半期 ● 2
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	 	 ⎫	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎬	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎭	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱
⎰印－選択必修科目

専　
　
　
　

門　
　
　
　

教　
　
　
　

育　
　
　
　

科　
　
　
　

目

第

３

類

会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
系

金融論 半期 ● 2
コーポレート・ファイナンスⅠ 半期 ● 2
コーポレート・ファイナンスⅡ 半期 ● 2
国際会計論 半期 ● 2
財務会計論Ⅲ 半期 ● 2
税務会計論 半期 ● 2
現代企業課税論 半期 ● 2
監査論Ⅰ 半期 ● 2
監査論Ⅱ 半期 ● 2
管理会計論 半期 ● 2
戦略管理会計論 半期 ● 2
財務諸表分析 半期 ● 2
簿記論Ⅰ 半期 ● 2
簿記論Ⅱ 半期 ● 2

共
通
系

特別講義Ⅰ 半期 ● 2
特別講義Ⅱ 半期 ● 2
特別講義Ⅲ 半期 ● 2
特別講義Ⅳ 半期 ● 2
特別講義Ⅴ 半期 ● 2
特別講義Ⅵ 半期 ● 2
特別講義Ⅶ 半期 ● 2

実
践
・
実
習
系

経営学実習Ⅰ 半期 ● 2
経営学実習Ⅱ 半期 ● 2
経営学実習Ⅲ 半期 ● 2
ビジネス・ケース実習Ⅰ 半期 ● 2
ビジネス・ケース実習Ⅱ 半期 ● 2
ビジネス・リサーチ実習 半期 ● 2

第
４
類

演
習
系

基礎演習 半期 ● 2
総合演習 半期 ● 2
演習（３年） 通年 ● ● 4
演習（卒業研究） 通年 ● ● 4 ⎫

⎬◎
⎭

選択必修
卒業試験 半期 ● 2
経営学アカデミック・リーディング 半期 ● 2
経営学アカデミック・スタディ 半期 ● 2

第
５
類

実
践
・
実
務
系

キャリア形成論 半期 ● 2
総合講座Ⅰ 半期 ● 2
総合講座Ⅱ 半期 ● 2
総合講座Ⅲ 半期 ● 2

第
６
類

関
連
科
目

経済原論Ⅰ 半期 ● 2
経済原論Ⅱ 半期 ● 2
税法Ⅰ 半期 ● 2
税法Ⅱ 半期 ● 2
職業指導Ⅰ 半期 ● 2
職業指導Ⅱ 半期 ● 2

○540



	 	 ⎫	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎬	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎭	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

前
期

後
期

単
位

◎印－必修科目
⎱
⎰印－選択必修科目

教育職員免許
状の教科に関
する科目　　

日本史 半期 ● 2
外国史 半期 ● 2
地誌学 半期 ● 2

教

職

等

に

関

す

る

科

目

現代教職論 半期 2 ◇

◇印は教育職員免許状取得に必修
☆印は中学校教諭免許状取得に必修

教育職員免許状を得るための履修方
法は、大学要覧（教職課程）を参照
のこと

教育基礎論 半期 ● 2 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◇
教育心理学 半期 2 ◇
教育課程論 半期 ● 2 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 2 ☆
教育の方法と技術 半期 2 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 2 ◇
教育相談の理論と方法 半期 2 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◇
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◇
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◇
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 ◇
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 ◇
社会・地理歴史科教育法（応用） 半期 ● 2
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 ◇
商業科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◇
商業科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ◇
特別支援教育論 半期 2 ◇
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◇
介護体験実習 通年 2 ☆
教育実習Ⅰ 通年 3 ◇
教育実習Ⅱ 通年 2 ☆
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◇

○6 41



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名 開講期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎
キリスト教学A（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業
単位に算入することができる。

キリスト教学B（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学C（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学D（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 ◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ○ 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
ＡＩ社会の基礎 半期 ○ ○ 2

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠB 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡB 半期 ● 1 ◎

法学部法律学科課程表

2023年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名 開講期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

外

国

語

科

目

第

２

類

ドイツ語ⅠA 半期 ● 2

週２回開講科目
　※�Bの選択にあたってはAと同一の

外国語を履修すること。

フランス語ⅠA 半期 ● 2
中国語ⅠA 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠA 半期 ● 2
ドイツ語ⅠB 半期 ● 2
フランス語ⅠB 半期 ● 2
中国語ⅠB 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠB 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に１年後期開講の
「英語ⅠA」を履修すること。ただし、「ベー
シック英語」は進級・卒業要件には含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 週２回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1
体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 ● ● 4

４単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 ○ 2
海外研究Ｃ 半期 ○ 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠA 半期 ○ 1
日本語ⅠB 半期 ○ 1
日本語ⅡA 半期 ○ 1
日本語ⅡB 半期 ○ 1

○343



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名 開講期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

専

門

教

育

科

目

導
入
科
目

リーガル・リサーチ 半期 ● 2 ⎫
⎜
⎬◎
⎜
⎭

4単位選択必修法学の基礎 半期 ● 2
政治学の基礎 半期 ● 2

第

１

類

憲法Ⅰ 半期 ● 2
憲法Ⅱ 半期 ● 2
憲法Ⅲ 半期 ● 2
憲法Ⅳ 半期 ● 2
行政法総論Ⅰ 半期 ● 2
行政法総論Ⅱ 半期 ● 2
租税法Ⅰ 半期 ● 2
租税法Ⅱ 半期 ● 2
行政法各論Ⅰ 半期 ● 2
行政法各論Ⅱ 半期 ● 2
行政救済法 半期 ● 2
経済法 半期 ● 2
環境法 半期 ● 2
社会保障法 半期 ● 2

第

２

類

民法入門 半期 ● 2
民法総則Ⅰ 半期 ● 2
民法総則Ⅱ 半期 ● 2
物権法Ⅰ 半期 ● 2
物権法Ⅱ 半期 ● 2
債権法総論Ⅰ 半期 ● 2
債権法総論Ⅱ 半期 ● 2
債権法各論Ⅰ 半期 ● 2
債権法各論Ⅱ 半期 ● 2
家族法Ⅰ 半期 ● 2
家族法Ⅱ 半期 ● 2
会社法Ⅰ 半期 ● 2
会社法Ⅱ 半期 ● 2
会社法Ⅲ 半期 ● 2
商法Ⅰ（総論） 半期 ● 2
商法Ⅱ（企業取引法） 半期 ● 2
商法Ⅲ（保険法） 半期 ● 2
金融法 半期 ● 2
民事手続法入門 半期 ● 2
民事訴訟法Ⅰ 半期 ● 2
民事訴訟法Ⅱ 半期 ● 2
民事執行法・保全法 半期 ● 2
倒産法 半期 ● 2
労働法Ⅰ 半期 ● 2
労働法Ⅱ 半期 ● 2
知的財産法Ⅰ 半期 ● 2
知的財産法Ⅱ 半期 ● 2

第

３

類

刑法総論Ⅰ 半期 ● 2
刑法総論Ⅱ 半期 ● 2
刑法各論Ⅰ 半期 ● 2
刑法各論Ⅱ 半期 ● 2
刑事訴訟法Ⅰ 半期 ● 2
刑事訴訟法Ⅱ 半期 ● 2
刑事政策 半期 ● 2

○4 44



	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名 開講期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

専

門

教

育

科

目

第

４

類

法哲学Ⅰ 半期 ● 2
法哲学Ⅱ 半期 ● 2
法思想史 半期 ● 2
西洋法制史Ⅰ 半期 ● 2
西洋法制史Ⅱ 半期 ● 2
日本法と外国法 半期 ● 2

第

５

類

国際法Ⅰ 半期 ● 2
国際法Ⅱ 半期 ● 2
国際法Ⅲ 半期 ● 2
国際法Ⅳ 半期 ● 2
国際法Ⅴ 半期 ● 2
国際私法 半期 ● 2

第

６

類

政治学Ⅰ 半期 ● 2
政治学Ⅱ 半期 ● 2
国際政治論 半期 ● 2
地方自治論Ⅰ 半期 ● 2
地方自治論Ⅱ 半期 ● 2
行政学Ⅰ 半期 ● 2
行政学Ⅱ 半期 ● 2

第

７

類

基礎演習Ⅰ 半期 ● 2
基礎演習Ⅱ 半期 2
演習一部 通年 ● ● 4 ◎
演習二部（卒業研究・論文） 通年 ● ● 4 ◎
外国書講読 通年 ● ● 4
法曹養成実習Ⅰ 半期 ● 2
法曹養成実習Ⅱ 通年 ● ● 2
法曹養成実習Ⅲ 通年 ● ● 2

第

８

類

経済原論Ⅰ 半期 ● 2

第8類から12単位まで卒業所得単位に
算入することを認める

経済原論Ⅱ 半期 ● 2
国際経済論Ⅰ 半期 ● 2
国際経済論Ⅱ 半期 ● 2
財政学Ⅰ 半期 ● 2
財政学Ⅱ 半期 ● 2
社会保障論Ⅰ 半期 ● 2
社会保障論Ⅱ 半期 ● 2
法学専門技能 半期 2

第9類 専門特殊講義 半期 2

教
育
職
員
免
許
状
の
教
科
に
関
す
る
科
目

日本史要説 半期 2
外国史要説 半期 2
地誌学概説 半期 2
地理学概説 半期 2
日本近現代史 半期 2
民俗学概論Ⅰ 半期 ● 2
民俗学概論Ⅱ 半期 ● 2
江戸から明治へ 半期 ● 2
西洋中世史 半期 ● 2
西洋近代史 半期 ● 2
経営史Ⅰ 半期 ● 2
経営史Ⅱ 半期 ● 2
経済史Ⅰ 半期 ● 2
経済史Ⅱ 半期 ● 2
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法律学科卒業要件
卒業に必要な最低修得単位数

分　　　類 単　位　数

教養教育科目

ＴＧベーシック
人間的基礎 10 必修4単位　選択必修6単位
知的基礎 6 必修2単位　選択必修4単位
課題探究 6 選択必修6単位

共通教養科目
人文系 4 選択必修4単位
社会系 4 選択必修4単位
自然系 4 選択必修4単位

外国語科目 第1類 4 必修
教養教育科目、外国語科目第2類・第3類（「ベー
シック英語」を除く）、保健体育科目
留学科目（4単位まで）、他学部・他大学開講非専
門教育科目

8

専門教育科目 導入科目 4 選択必修
専門教育科目、他学部・他大学開講専門教育科目、
単位互換の協定を締結している他大学開講科目 74 「演習一部」「演習二部（卒業研究・論文）」必修

合　　　計 124

	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名 開講期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

⎱
⎰

◎印－必修科目　　
◎印－選択必修科目
△印－分野必修科目

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 ◇
教育基礎論 半期 ● 2 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◇
教育心理学 半期 2 ◇
教育課程論 半期 ● 2 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 2 ☆
教育の方法と技術 半期 2 ◇
ＩＣＴ活用の理論と方法 半期 2 ◇
教育相談の理論と方法 半期 2 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◇
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ※
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
社会・地理歴史教育法（応用） 半期 ● 2 ※
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 ※
特別支援教育論 半期 2 ☆
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◇
介護体験実習 通年 ● ● 2 ☆
教育実習Ⅰ 通年 3 ◇
教育実習Ⅱ 通年 2 ☆
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◇

コース別卒業要件

政策・行政 企業法務 法律専門職
導入科目 ４注２ ４注２ ４注２

第１類 ８ ６ ８
第２類 16 18 16
第３類 ４ ２ ８
第４類
第５類
第６類 ４
第７類 ８注３ ８注３ ８注３

小計 44 38 44
残り単位数注１ 34 40 34
注１�　専門教育科目　第８類からは12単位まで算入を認める。また、他学
部・他大学開講専門教育科目については16単位まで算入を認める。

注２�　導入科目から６単位を取得した場合には、２単位を残り単位数に算入
する。

注３�　「演習一部」および「演習二部（卒業研究・論文）」は必修。早期卒業
には適用しない。
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機械知能工学科課程表（2023 年度入学者適用）
	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎ ◇�機械知能工学科を卒業し、学士号を得るため
には124単位以上を修得しなければならない。キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎

キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫
⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業単位
に算入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ◯ 2 ◆必 ◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ◯ 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

心理学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ◯ ◯ 2
経営学 半期 ◯ ◯ 2
経済学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2 ◆必
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
社会福祉論 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
AI社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

外

国

語

科

目

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

週2回開講科目
　※�Ｂの選択にあたってはＡと同一
の外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1

「ベーシック英語」履修を指示された者
は、「ベーシック英語」履修後に１年後
期開講の｛英語ＩＡ｝を履修すること。
ただし、「ベーシック英語」は進級・卒
業単位に含まれない。

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 ◆必 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育
科目

スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1 ◆
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1 ◆
体育講義 半期 ◯ ◯ 2 ◆

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

学

部

共

通

専

門

科

目

ベーシック数学 半期 ● 2 「ベーシック数学」「ベーシック物理
学」は進級・卒業単位に含まない。ベーシック物理学 半期 ● 2

物理学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
物理学Ⅱ 半期 ● 2
化学 半期 ● 2 「学部共通専門科目」から24単位以

上を修得すること。微分積分学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
微分積分学Ⅱ 半期 ● 2 ◎
線形代数学 半期 ● 2 ◎
微分方程式 半期 ● 2
確率統計学 半期 ● 2
自然科学実験ファンダメンタルズ 半期 ● 2
AI活用の基礎 半期 ● 2
データサイエンス活用の基礎 半期 ● 2
情報セキュリティ技術の基礎 半期 ● 2
技術者倫理 半期 2
知的所有権 半期 2
フレッシュパーソンセミナー 半期 ● 2 ◎
ジュニアセミナー 半期 ● 2 ◎
卒業研究Ⅰ 半期 ● 3 ◎
卒業研究Ⅱ 半期 ● 3 ◎ 卒業研究Ⅱは卒業試験を含む
学外見学 半期 ● 1
インターンシップ 半期 ● 1

学

科

専

門

科

目

専

門

基

盤

科

目

人と機械工学 半期 ● 2 ◎
ユニバーサルデザイン 半期 ● 2 ◎ 「専門基盤科目」から36単位以上を

修得すること。環境エネルギー工学 半期 ● 2 ◆ ◎
メカトロニクス基礎 半期 ● 2 ◆ ◎
メカトロニクス総合 半期 ● 2 ◆ ◎
機械知能工学演習Ⅰ 半期 ● 1 ◎
機械知能工学演習Ⅱ 半期 ● 1 ◎
機械設計製図 半期 ● 2 ◆ ◎
機械知能工学実験Ⅰ 半期 ● 2 ◆ ◎
機械知能工学実験Ⅱ 半期 ● 2 ◎
プログラミング基礎 半期 ● 2 ◎
プログラミング応用 半期 ● 2
メカノデザイン工作演習Ⅰ 半期 ● 2 ◆
メカノデザイン工作演習Ⅱ 半期 ● 2 ◆
基礎工業力学 半期 ● 2 ◆必
基礎材料力学 半期 ● 2 ◆
機械設計学 半期 ● 2 ◆必
基礎熱力学 半期 ● 2 ◆
基礎流体工学 半期 ● 2 ◆
制御工学 半期 ● 2 ◆
機械力学 半期 ● 2
工業英語 半期 ● 2

応
用
数
学
科
目

複素関数論とラプラス変換 半期 ● 2
「応用数学科目」から2単位以上を修
得すること。

フーリエ解析 半期 ● 2
ベクトル解析学 半期 ● 2
数値解析法 半期 ● 2

専
門
応
用
科
目

材
料
工
学
科
目

材料工学 半期 ● 2 ◆
「材料工学科目」から４単位以上を
修得すること。

知能材料工学 半期 ● 2
材料力学 半期 ● 2
固体力学 半期 ● 2

設
計
工
学
科
目

応用工業力学 半期 ● 2 ◆
「設計工学科目」から４単位以上を
修得すること。

機械工作学 半期 ● 2 ◆必
機構学 半期 ● 2 ◆
生産システム 半期 ● 2 ◆

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

学

科

専

門

科

目

専

門

応

用

科

目

熱
・
流
体
工
学
科
目

応用熱力学 半期 ● 2 ◆

「熱・流体工学科目」から４単位以
上を修得すること。

応用流体工学 半期 ● 2
熱流体機械 半期 ● 2
熱流体解析工学 半期 ● 2
自動車工学 半期 ● 2 ◆必
航空工学 半期 ● 2

生
体
・
制
御
工
学
科
目

生体機械工学 半期 ● 2

「生体・制御工学」から４単位以上
を修得すること。

コンピュータ生体信号処理 半期 ● 2
計測学 半期 ● 2 ◆
人間工学 半期 ● 2
ヒューマンマシンインターフェイス 半期 ● 2
システム工学 半期 ● 2
福祉機械工学 半期 ● 2
システム制御工学 半期 ● 2
ロボット基礎工学 半期 ● 2
ロボット開発工学 半期 ● 2
特別講義 半期 2

⎱
⎰
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◆卒業要件（卒業に必要な最低修得単位数）
区　　　分 単位数

教養教育科目

TGベーシック
人間的基礎 10

34

知的基礎 6
課題探究 6

共通教養科目
人文系 4
社会系 4
自然系 4

外国語科目 第１類 4
学部共通専門科目 24

学科専門科目

専門基盤科目 36

54

応用数学科目 2

専門応用科目

材料工学科目 4

16設計工学科目 4
熱・流体工学科目 4
生体・制御工学科目 4

上記以外の選択科目

学科専門科目

8
教養教育科目、外国語科目、保健体育
科目、留学科目（４単位まで）、学部
共通専門科目、他学部・他学科開講専
門教育科目、単位互換の協定を締結し
ている他大学開講科目
� （合計8単位まで）
合　　計 124

◆進級要件（4年次進級に必要な最低修得単位数）
区　　　分 単位数

教養教育科目
30

外国語科目　第１類

学部共通専門科目�
（ジュニアセミナーを含むこと） 14

学科専門科目�
（以下の必修科目を含むこと）�
１　機械設計製図�
２　機械知能工学実験Ⅰ�
３　機械知能工学実験Ⅱ

50

進級単位 94

	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

教育職員免許
状の教科に関
する科目

工業技術概論 半期 ● 2 ◆必
工業系の職業指導 半期 ● 2 ◆必
機械系の職業指導 半期 ● 2 ◆必

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 ◆必
教育基礎論 半期 ● 2 ◆必
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◆必
教育心理学 半期 2 ◆必
教育課程論 半期 ● 2 ◆必
ICT活用の理論と方法 半期 2 ◆必
教育の方法と技術 半期 2 ◆必
教育相談の理論と方法 半期 2 ◆必
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◆必
工業科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◆必
工業科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ◆必
特別支援教育論 半期 2 ◆必
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◆必
教育実習Ⅰ 通年 3 ◆必
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◆必

⎱
⎰
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電気電子工学科課程表（2023 年度入学者適用）
	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎ ◇�電気電子工学科を卒業し、学士号を得るため
には124単位以上を修得しなければならない。キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎

キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫
⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業単位
に算入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ◯ 2 ◆必 ◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ◯ 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

心理学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ◯ ◯ 2
経営学 半期 ◯ ◯ 2
経済学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2 ◆必
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
社会福祉論 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
ＡＩ社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

外

国

語

科

目

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

週2回開講科目
　※�Ｂの選択にあたってはＡと同一
の外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第

３

類

ベーシック英語 半期 ● 1

「ベーシック英語」履修を指示された者
は、「ベーシック英語」履修後に１年後
期開講の｛英語ＩＡ｝を履修すること。
ただし、「ベーシック英語」は進級・卒
業単位に含まれない。

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 ◆必 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1 ◆
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1 ◆
体育講義 半期 ◯ ◯ 2 ◆

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

学

部

共

通

専

門

科

目

ベーシック数学 半期 ● 2 「ベーシック数学」「ベーシック物理
学」は進級・卒業単位に含まない。ベーシック物理学 半期 ● 2

物理学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
物理学Ⅱ 半期 ● 2 ◎
化学 半期 ● 2 「学部共通専門科目」から20単位以

上を修得すること。微分積分学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
微分積分学Ⅱ 半期 ● 2 ◎
線形代数学 半期 ● 2 ◎
微分方程式 半期 ● 2
確率統計学 半期 ● 2
自然科学実験ファンダメンタルズ 半期 ● 2
AI活用の基礎 半期 ● 2
データサイエンス活用の基礎 半期 ● 2
情報セキュリティ技術の基礎 半期 ● 2
技術者倫理 半期 2
知的所有権 半期 2
フレッシュパーソンセミナー 半期 ● 2 ◎
ジュニアセミナー 半期 ● 2 ◎
卒業研究Ⅰ 半期 ● 3 ◎
卒業研究Ⅱ 半期 ● 3 ◎ 卒業研究Ⅱは卒業試験を含む
学外見学 半期 ● 1
インターンシップ 半期 ● 1

学

科

専

門

科

目

基

礎

科

目

電磁気学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
電磁気学演習Ⅰ 半期 ● 1 ◎ 「基礎科目」から28単位以上を修得

すること。電磁気学Ⅱ 半期 ● 2 ◎
電磁気学演習Ⅱ 半期 ● 1
電気回路学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
電気回路学演習Ⅰ 半期 ● 1 ◎
電気回路学Ⅱ 半期 ● 2 ◎
電気回路学演習Ⅱ 半期 ● 1
電気電子基礎工学 半期 ● 2 ◆必 ◎
プログラミング基礎 半期 ● 2 ◎
オブジェクト指向プログラミング 半期 ● 2 ◆
アナログ電子回路学 半期 ● 2
ディジタル電子回路学 半期 ● 2
電気・電子基礎計測 半期 ● 2 ◆
電気・電子工学セミナー 半期 ● 1 ◎
エンジニアリング英語 半期 ● 2
電気・電子工学実験Ⅰ 半期 ● 2 ◎
電気・電子工学実験Ⅱ 半期 ● 2 ◎
電気・電子工学実験Ⅲ 半期 ● 2 ◎
電気・電子工学実験Ⅳ 半期 ● 2 ◎

基

盤

科

目

第
１
類

応用数学 半期 ● 2 「第1類」から6単位以上履修すること。
通信システム概論 半期 ● 2 ◆
電磁波工学 半期 ● 2
電波法 半期 ● 2
電気法規及び施設管理 半期 ● 2 ◆
電気機械設計製図 半期 ● 2 ◆

第
２
類

制御工学 半期 ● 2 「第2類」から6単位以上履修すること。
システム工学 半期 ● 2
ハードウェア工学 半期 ● 2 ◆ 「基盤科目」から12単位以上履修すること。
ソフトウェア工学 半期 ● 2 ◆
電子物性工学 半期 ● 2
電子機械工学 半期 ● 2 ◆

⎱
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

学

科

専

門

科

目

応

用

科

目

電
力
・
制
御
系

電磁エネルギー変換工学 半期 ● 2 ◆ 「電力・制御系」から4単位以上履修すること。
パワーエレクトロニクス 半期 ● 2
高電圧工学 半期 ● 2
電力発生工学 半期 ● 2 ◆
電力系統工学 半期 ● 2 ◆
電力応用工学 半期 ● 2

情
報
・
通
信
系

情報通信工学 半期 ● 2 「情報・通信系」から4単位以上履修すること。
音響通信工学 半期 ● 2
画像処理工学 半期 ● 2
環境電磁工学概論 半期 ● 2
ネットワークプログラミング 半期 ● 2
ディジタル信号処理 半期 ● 2

電
子
・
材
料
系

固体物性工学 半期 ● 2 「電子・材料系」から4単位以上履修すること。
電気電子材料工学 半期 ● 2 ◆
ナノテクノロジー工学 半期 ● 2 「応用科目」から18単位以上履修すること。
電子デバイス工学 半期 ● 2 ◆
集積デバイス工学 半期 ● 2 ◆
化学材料工学 半期 ● 2
特別講義 半期 ● 2

⎱
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◆卒業要件（卒業に必要な最低修得単位数）
区　　　分 単位数

教養教育科目

TGベーシック
人間的基礎 10

34

知的基礎 6
課題探究 6

共通教養科目
人文系 4
社会系 4
自然系 4

外国語科目 第１類 4
学部共通専門科目 20

学科専門科目

基礎科目 28

52
基盤科目

第１類 6
12

第２類 6

応用科目
電力・制御系 4

12情報・通信系 4
電子・材料系 4

上記以外の選択科目

学科専門科目

14

教養教育科目、外国語科目、保健体育
科目、留学科目（４単位まで）、学部
共通専門科目、他学部・他学科開講専
門教育科目、単位互換の協定を締結し
ている他大学開講科目
� （合計8単位まで）
合　　計 124

◆進級要件（4年次進級に必要な最低修得単位数）
区　　　分 単位数

教養教育科目
30

外国語科目　第１類

学部共通専門科目�
（ジュニアセミナーを含むこと） 14

学科専門科目�
（以下の必修科目を含むこと）�
１　電気・電子工学実験Ⅰ�
２　電気・電子工学実験Ⅱ�
３　電気・電子工学実験Ⅲ�
４　電気・電子工学実験Ⅳ

50

進級単位 94

	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 資格 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）

教育職員免許
状の教科に関
する科目

工業技術概論 半期 ● 2 ◆必
工学系の職業指導 半期 ● 2 ◆必
電気電子系の職業指導 半期 ● 2 ◆必

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 ◆必
教育基礎論 半期 ● 2 ◆必
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◆必
教育心理学 半期 2 ◆必
教育課程論 半期 ● 2 ◆必
ICT活用の理論と方法 半期 2 ◆必
教育の方法と技術 半期 2 ◆必
教育相談の理論と方法 半期 2 ◆必
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◆必
工業科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◆必
工業科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ◆必
特別支援教育論 半期 2 ◆必
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◆必
教育実習Ⅰ 通年 3 ◆必
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◆必

⎱
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環境建設工学科課程表（2023年度入学生適用）
	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 教職 建築士 必修 備　　考1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）
　　★印－建築士試験の指定科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人
間
的
基
礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎ ◇�環境建設工学科を卒業し、学士号を得るため
には124単位以上を修得しなければならない。キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎

キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫
⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業
単位に算入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ 2 ◆必 ◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ○ 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2 ◆必
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI 社会の基礎 半期 ○ ○ 2

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

⎱
⎰
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 教職 建築士 必修 備　　考1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）
　　★印－建築士試験の指定科目

外
国
語
科
目

第
２
類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

週2回開講科目 
※�Ｂの選択にあたってはＡと同

一の外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1

「ベーシック英語」履修を指示された
者は、「ベーシック英語」履修後に
１年後期開講の｛英語ＩＡ｝を履修
すること。ただし、「ベーシック英語」
は進級・卒業単位に含まれない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 ◆必 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保 健 体 育
科 目

スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1 ◆
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1 ◆
体育講義 半期 ○ ○ 2 ◆

留 学 科 目
海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1

⎱
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 教職 建築士 必修 備　　考1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）
　　★印－建築士試験の指定科目

学

部

共

通

専

門

科

目

ベーシック数学 半期 ● 2 「ベーシック数学」「ベーシック物理
学」は進級・卒業単位に含まない。ベーシック物理学 半期 ● 2

物理学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
物理学Ⅱ 半期 ● 2
化学 半期 ● 2
微分積分学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
微分積分学Ⅱ 半期 ● 2
線形代数学 半期 ● 2 ◎
微分方程式 半期 ● 2
確率統計学 半期 ● 2
自然科学実験ファンダメンタルズ 半期 ● 2
AI 活用の基礎 半期 ● 2
データサイエンス活用の基礎 半期 ● 2
情報セキュリティ技術の基礎 半期 ● 2
技術者倫理 半期 2 ★ ◎
知的所有権 半期 2
フレッシュパーソンセミナー 半期 ● 2 ◎
ジュニアセミナー 半期 ● 2 ◎
卒業研究Ⅰ 半期 ● 3 ◎
卒業研究Ⅱ 半期 ● 3 ◎
学外見学 半期 ● 1
インターンシップ 半期 ● 1

学

科

専

門

科

目

環

境

土

木

コ

ー

ス

専

門

科

目

必

修

科

目

環境建設基礎数学演習 半期 ● 1 ◎
測量学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
環境建設工学概論 半期 ● 2 ◎
力学および演習 半期 ● 3 ◆ ◎ 週２回開講
プログラミング基礎 半期 ● 2 ◎
構造力学Ⅰおよび演習 半期 ● 3 ◆ ◎ 週２回開講
水理学Ⅰ 半期 ● 2 ◆ ◎
環境工学 半期 ● 2 ◆ ◎
地盤力学Ⅰ 半期 ● 2 ◆ ◎
コンクリート工学 半期 ● 2 ◆ ◎
構造力学Ⅱ 半期 ● 2 ◆ ◎
地盤力学Ⅱ 半期 ● 2 ◆ ◎
鉄筋コンクリート工学 半期 ● 2 ◆ ◎
環境土木工学総合演習Ⅰ 半期 ● 1 ◎
環境土木工学総合演習Ⅱ 半期 ● 1 ◎
環境土木工学実験 半期 ● 2 ◆ ◎
土木工学設計製図 半期 ● 2 ◆ ◎

専
門
基
礎
・
基
盤
科
目

測量学Ⅱ 半期 ● 2
測量実習製図 半期 ● 2
水理学Ⅱ 半期 ● 2 ◆
土木計画 半期 ● 2
土木情報学 半期 ● 2
都市計画 半期 ● 2
上下水道工学 半期 ● 2
キャリアデザイン 半期 ● 2
交通工学 半期 ● 2
ＣＡＤ演習 半期 ● 1
地震工学Ⅰ 半期 ● 2 ◆
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 教職 建築士 必修 備　　考1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）
　　★印－建築士試験の指定科目

学

科

専

門

科

目

環
境
土
木
コ
ー
ス
専
門
科
目

環
境
・
社
会
基
盤
工
学
科
目

環境の化学 半期 ● 2 ◆
構造力学Ⅲ 半期 ● 2
鋼構造工学 半期 ● 2 ◆
応用水理学 半期 ● 2
コンクリートメインテナンス工学 半期 ● 2 ◆
河川港湾工学 半期 ● 2
環境生物工学 半期 ● 2
地震工学Ⅱ 半期 ● 2

専
門
関
連
科
目

i-construction 半期 ● 2
施工法および施工管理 半期 ● 2

建

築

コ

ー

ス

専

門

科

目

建
築
設
計
製
図

建築設計製図Ⅰ 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
建築設計製図Ⅱ 半期 ● 3 ★ ◎
建築設計製図Ⅲ 半期 ● 2 ★ ◎
建築設計製図Ⅳ 半期 ● 3 ★

建
築
計
画

建築計画Ⅰ 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
建築計画Ⅱ 半期 ● 2 ★ ◎
建築計画Ⅲ 半期 ● 2 ★
住居計画 半期 ● 2 ★
西洋・近代建築史 半期 ● 2 ★
日本建築史 半期 ● 2 ★

建
築
環
境
工
学

建築環境工学 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
建築環境計画 半期 ● 2 ★

建
築
設
備

建築設備 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
建築設備計画 半期 ● 2 ★

構
造
力
学

力学および演習 半期 ● 3 ◆ ★ ◎ 週２回開講
構造力学Ⅰおよび演習 半期 ● 3 ◆ ★ 週２回開講
構造力学Ⅱ 半期 ● 2 ◆ ★
建築構造力学 半期 ● 2 ★ ◎
地震工学Ⅰ 半期 ● 2 ★

建
築
一
般
構
造

建築構法 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
鉄筋コンクリート工学 半期 ● 2 ◆ ★
鋼構造工学 半期 ● 2 ◆ ★

建
築
材
料

建築材料学 半期 ● 2 ◆ ★ ◎
コンクリート工学 半期 ● 2 ◆ ★

建
築
生
産

生産管理 半期 ● 2 ★
施工法および施工管理 半期 ● 2 ★

建
築
法
規

建築法規 半期 ● 2 ◆ ★ ◎

建

築

関

連

測量学Ⅰ 半期 ● 2 ★ ◎
測量学Ⅱ 半期 ● 2 ★
環境建設基礎数学演習 半期 ● 1 ◎
環境建設工学概論 半期 ● 2 ◎
建築デザイン演習 半期 ● 1 ★ ◎
プログラミング基礎 半期 ● 2
測量実習製図 半期 ● 2 ★
都市計画 半期 ● 2 ★
交通工学 半期 ● 2
CAD 演習 半期 ● 1 ★
キャリアデザイン 半期 ● 2
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	 	⎧●－原則としてその学期で開講。	 	⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	⎜	 	⎩空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　目　　名
開
講
期

開講学年 教職 建築士 必修 備　　考1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　　◎印－必修科目
　　◎印－選択必修科目
　　◆印－工業教職関連科目（選択、必修）
　　★印－建築士試験の指定科目

教育職員免許
状の教科に関
する科目

工業技術概論 半期 ● 2 ◆必
職業指導Ⅰ 半期 ● 2 ◆必
職業指導Ⅱ 半期 ● 2 ◆必

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 ◆必
教育基礎論 半期 ● 2 ◆必
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◆必
教育心理学 半期 2 ◆必
教育課程論 半期 ● 2 ◆必
ICT 活用の理論と方法 半期 2 ◆必
教育の方法と技術 半期 2 ◆必
教育相談の理論と方法 半期 2 ◆必
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◆必
工業科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 ◆必
工業科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ◆必
特別支援教育論 半期 2 ◆必
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◆必
教育実習Ⅰ 通年 3 ◆必
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◆必

⎱
⎰
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地域総合学部地域コミュニティ学科　課程表
	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修。４単位まで卒業
単位に参入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎱

⎰◎ ２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎱
⎰◎ ２単位選択必修

クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎱

⎰◎ ２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課

題

探

究

キャリア形成の探究 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

心理学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

社会学 半期 ◯ ◯ 2
経営学 半期 ◯ ◯ 2
経済学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
社会福祉論 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
AI 社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2

2023 年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修
フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2

週２回開講
※�Ｂの選択にあたってはＡと同一
外国語を履修すること

韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1 　
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1 　
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1 　
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1 　
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1 　

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1 　
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に１年後期開講の
「英語ⅠＡ」を履修すること。ただし、「ベー
シック英語」は進級・卒業要件には含まない。

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 　 週 2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1 　
英語ⅢＢ 半期 ● 1 　

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1 　
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1 　
体育講義 半期 ◯ ◯ 2 　

留学科目
海外研究Ａ 通年 4 　

４単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2 　
海外研究Ｃ 半期 1 　

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅠＢ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＢ 半期 ● 1 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

専

門

科

目

専

門

基

盤

科

目

社会と産業基礎論 半期 ● 2 　◎
健康と福祉基礎論 半期 ● 2 　◎
人と自然基礎論 半期 ● 2 　◎
基礎コンピュータ 半期 ● 2 　◎
市民活動論 半期 ● 2 ⎫

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

12 単位選択必修

地域生活論 半期 ● 2
地域と自然 半期 ● 2
地理学要説 半期 ● 2
地誌学要説 半期 ● 2
SDGs 概論 半期 ● 2
地域データ分析法 半期 ● 2
共同体と市民社会 半期 ● 2
地域コミュニティ学演習Ⅰ 半期 ● 2 　◎
地域コミュニティ学演習Ⅱ 半期 ● 2 　◎
総合研究Ⅰ 半期 ● 2 　◎
総合研究Ⅱ 半期 ● 2 　◎

領

域

専

門

科

目

社
会
産
業
領
域
科
目

都市と農山村の地理学 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

社会産業領域科目、健康福祉領域
科目、人と自然領域科目からそれ
ぞれ８単位が選択必修。
加えて上記３つの領域専門科目の
中から４単位を修得し、計28単位
を修得すること。

経済地理学 半期 ● 2
地域資源保全論 半期 ● 2
地域と教育の歴史 半期 ● 2
地域システム論 半期 ● 2
地域社会論 半期 ● 2
地域政策論 半期 ● 2
地域文化論 半期 ● 2

健
康
福
祉
領
域
科
目

地域福祉論 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

生涯学習概論Ⅰ 半期 ● 2
生涯学習概論Ⅱ 半期 ● 2
社会コミュニケーション論 半期 ● 2
地域と教育支援 半期 ● 2
NPO論 半期 ● 2
福祉社会論 半期 ● 2
教育と社会 半期 ● 2

人
と
自
然
領
域
科
目

気候学 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

地形学 半期 ● 2
生態学 半期 ● 2
環境社会学 半期 ● 2
環境マネジメント 半期 ● 2
地域防災科学 半期 ● 2
SDGs とシティズンシップ論 半期 ● 2

実
習
科
目

地域コミュニティ学基礎実習 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

10 単位選択必修

地域コミュニティ学発展実習 半期 ○ ○ 2
測量学実習 半期 ● 2
GIS 実習 半期 ● 2
海外地域実習 通年 2

専
門
関
連
科
目

日本史概説 半期 ● 2
外国史概説 半期 ● 2
民俗学概論Ⅰ 半期 ● 2
民俗学概論Ⅱ 半期 ● 2
測量学 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

教
員
免
許
お
よ
び
社
会
教
育
主
事
に
関
係
す
る
科
目

教
員
免
許
状
の
教
科
に
関
す
る
科
目

歴史の中の東北 半期 ● 2 　
江戸から明治へ 半期 ● 2 　
イスラーム世界の形成と展開 半期 ● 2 　
アジア史概論Ⅰ 半期 ● 2 　
アジア史概論Ⅱ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史概論Ⅰ 半期 ● 2 　
ヨーロッパ史概論Ⅱ 半期 ● 2 　
政治学概論 半期 ● 2 　
経済学概論Ⅰ 半期 ● 2 　
経済学概論Ⅱ 半期 ● 2 　
国際経済学 半期 ● 2 　
福祉国家概論 半期 ● 2 　
政策分析論 半期 ● 2 　

教
職
等
に
関
す
る
科
目

教育基礎論 半期 ● 2 　 ◇
現代教職論 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 　 ◇
教育心理学 半期 ○ ○ 2 　 ◇
特別支援教育論 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育課程論 半期 ● 2 　 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ※
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育の方法と技術 半期 ○ ○ 2 　 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育相談の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　 ※
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 　 ※
社会・地理歴史科教育法（応用） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 　 ※
教育実習Ⅰ 通年 3 　 ◇
教育実習Ⅱ 通年 2 　 ※
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 　 ◇
介護体験実習 通年 2 　 ※

社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
科
目

博物館概論 半期 ● 2 　 　
博物館教育論 半期 ○ ○ 2 　
図書館概論 半期 ● 2 　
生涯学習支援論 通年 4 　 ◇
社会教育実習Ⅰ 半期 ● 1 　 ◇
社会教育実習Ⅱ 半期 ● 1 　 ⎫

⎟
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎭

社会教育課題研究４単位又は
社会教育実習Ⅱ１単位と教育
調査実習Ａ２単位及び教育調
査実習Ｂ２単位の合計５単位
のいずれか選択必修

現代社会と社会教育 半期 ● 2 　
社会教育課題研究 通年 4 　
教育調査実習Ａ 半期 ○ 2 　
教育調査実習Ｂ 半期 ○ 2 　
社会教育経営論 通年 4 　 ◇
図書館制度・経営論 半期 ○ ○ 2 　

◇印は、教育職員免許状取
得に必修。
※印は、取得しようとする
免許の種類と教科によって
履修方法が異なる。（詳細は
大学要覧「教職課程」を参
照のこと）
教育職員免許状を得るため
の履修方法は、大学要覧（教
職課程）を参照のこと。

◇印は必修科目。
社会教育主事資格を得るた
めの履修方法は、大学要覧
（社会教育主事課程）を参照
のこと。
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 　◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 　◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

２単位選択必修
キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 　◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

心理学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

社会学 半期 ◯ ◯ 2
経営学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
AI 社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2

地域総合学部政策デザイン学科　課程表

2023 年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 　◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 　◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

週 2回開講�
※�Ｂの選択にあたってはＡと同一
外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1 　
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1 　
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅡＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1 　
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＡ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1 　
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1 　
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1 　
中国語ⅢＢ 半期 ● 1 　
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1 　

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1 　 「ベーシック英語」履修を指示さ
れた者は、「ベーシック英語」履
修の後に１年後期に開講される
「英語ⅠＡ」を履修すること。た
だし、「ベーシック英語」は進級・
卒業単位に含まない。
週 2回開講

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 　
英語ⅢＡ 半期 ● 1 　
英語ⅢＢ 半期 ● 1 　

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1 　
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1 　
体育講義 半期 ◯ ◯ 2 　

留学科目
海外研究Ａ 通年 4 　

４単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2 　
海外研究Ｃ 半期 1 　

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅠＢ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＡ 半期 ● 1 　
日本語ⅡＢ 半期 ● 1 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

専

門

科

目

専

門

基

盤

科

目

SDGs 概論 半期 ● 2 　◎
経済学Ⅰ 半期 ● 2 　
経済学Ⅱ 半期 ● 2 　
公共経営論 半期 ● 2 　
政治経済学Ⅰ 半期 ● 2 　
政治経済学Ⅱ 半期 ● 2 　
政策形成論 半期 ● 2 　
政策評価論 半期 ● 2 　
福祉国家論 半期 ● 2 　
公共哲学Ⅰ 半期 ● 2 　
公共哲学Ⅱ 半期 ● 2 　
企業倫理Ⅰ 半期 ● 2 　
企業倫理Ⅱ 半期 ● 2 　
地域社会論 半期 ● 2 　
共同体と市民社会 半期 ● 2 　

領

域

専

門

科

目

公

共

行

政

社会保障論 半期 ● 2 　
財政入門 半期 ● 2 　
政治学入門 半期 ● 2 　
社会保険論 半期 ● 2 　
地方財政論 半期 ● 2 　
格差社会論 半期 ● 2 　
社会福祉原論 半期 ● 2 　
労働政策論 半期 ● 2 　
環境政策論 半期 ● 2 　
公的扶助論 半期 ● 2 　
公共政策分析 半期 ● 2 　
福祉政策と地域 半期 ● 2 　
地方自治論 半期 ● 2 　
行政学 半期 ● 2 　

経

済

産

業

地域産業論 半期 ● 2 　
金融入門 半期 ● 2 　
グローバル時代の労働問題入門 半期 ● 2 　
地域経済データ分析 半期 ● 2 　
地域企業経営論 半期 ● 2 　
加齢経済論Ⅰ 半期 ● 2 　
国際貿易論 半期 ● 2 　
加齢経済論Ⅱ 半期 ● 2 　
地域金融論 半期 ● 2 　
地域観光論 半期 ● 2 　
社会と開発 半期 ● 2 　
労働経済論 半期 ● 2 　
日本経済論 半期 ● 2 　
日本産業論 半期 ● 2 　
地域政策論 半期 ● 2 　
東北経済論 半期 ● 2 　
東北開発論 半期 ● 2 　

市

民

社

会

現代社会問題論 半期 ● 2 　
日常生活とジェンダー 半期 ● 2 　
災害社会論 半期 ● 2 　
多文化共生論 半期 ● 2 　
ジェンダーと政策 半期 ● 2 　
人権政策論 半期 ● 2 　
災害ボランティア・NPO論 半期 ● 2 　
シティズンシップ論 半期 ● 2 　
地域防災・減災論 半期 ● 2 　
復興まちづくり論 半期 ● 2 　
障害学 半期 ● 2 　
災害とマイノリティ 半期 ● 2 　
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年
備　　　　考

1年 2年 3年 4年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
　◎印－必修科目
⎱
⎰◎印－選択必修科目

専

門

科

目

演
習
・
実
習
・
特
殊
科
目

基礎演習 半期 ● 2 　◎
演習Ⅰ 半期 ◯ ◯ 4 　
演習Ⅱ 半期 ◯ ◯ 4 　
政策デザイン実習Ⅰ 半期 ● 2 　
政策デザイン実習Ⅱ 半期 ● 2 　
地域プロジェクト実習 通年 ◯ ◯ 4 　
特殊講義 半期 ● 2 　
卒業研究 半期 ● 2 　◎

専
門
関
連
科
目

憲法Ⅰ 半期 ● 2 　
憲法Ⅱ 半期 ● 2 　
民法総論 半期 ● 2 　
行政法総論 半期 ● 2 　
労働法 半期 ● 2 　
商法 半期 ● 2 　
家族法 半期 ● 2 　
社会保障法 半期 ● 2 　

教
育
職
員
免
許
状
の

教
科
に
関
す
る
科
目

日本史概論 半期 ● 2 　
外国史概論 半期 ● 2 　
地理学概論 半期 ● 2 　
地誌学概論 半期 ● 2 　
民俗学Ⅰ 半期 ● 2 　
民俗学Ⅱ 半期 ● 2 　

教

職

等

に

関

す

る

科

目

教育基礎論 半期 ● 2 　 ◇
現代教職論 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 　 ◇
教育心理学 半期 ○ ○ 2 　 ◇
特別支援教育論 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育課程論 半期 ● 2 　 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ※
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育の方法と技術 半期 ○ ○ 2 　 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
教育相談の理論と方法 半期 ○ ○ 2 　 ◇
社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（概論・理論） 半期 ● 2 　 ※
社会・地理歴史科教育法（実践） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（実践） 半期 ● 2 　 ※
社会・地理歴史科教育法（応用） 半期 ● 2 　 ※
社会・公民科教育法（応用） 半期 ● 2 　 ※
教育実習Ⅰ 通年 ○ ○ 3 　 ◇
教育実習Ⅱ 通年 ○ ○ 2 　 ※
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 　 ◇
介護体験実習 通年 ○ ○ 2 　 ※

◇印は、教育職員免許状取
得に必修。
※印は、取得しようとする
免許の種類と教科によって
履修方法が異なる。（詳細は
大学要覧「教職課程」を参
照のこと）
教育職員免許状を得るため
の履修方法は、大学要覧（教
職課程）を参照のこと。
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データサイエンス学科課程表
	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜		 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜		 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目　　
⎱
⎰◎印－選択必修科目
　△印－分野必修科目

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業
単位に算入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

2単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ○ ○ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ○ ○ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ○ ○ 2 ⎫
⎬◎
⎭

2単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ○ ○ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 ◎
統計的思考の基礎 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎬◎
⎭

2単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ○ ○ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

6単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ○ ○ 2
データ活用による探究 半期 ○ ○ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ○ ○ 2
地域課題の探究 半期 ○ ○ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

芸術論 半期 ○ ○ 2
文化の歴史 半期 ○ ○ 2
音楽 半期 ○ ○ 2
倫理学 半期 ○ ○ 2
文学 半期 ○ ○ 2
歴史学 半期 ○ ○ 2
文化人類学 半期 ○ ○ 2
言語論 半期 ○ ○ 2

社

会

系

心理学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

社会学 半期 ○ ○ 2
経営学 半期 ○ ○ 2
経済学 半期 ○ ○ 2
法学 半期 ○ ○ 2
日本国憲法 半期 ○ ○ 2
現代の政治 半期 ○ ○ 2
地理学 半期 ○ ○ 2
社会福祉論 半期 ○ ○ 2
ジェンダー論 半期 ○ ○ 2
東北地域論 半期 ○ ○ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ○ ○ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

4単位選択必修

記号論理学 半期 ○ ○ 2
生命の科学 半期 ○ ○ 2
環境の科学 半期 ○ ○ 2
自然の科学 半期 ○ ○ 2
先端科学と技術 半期 ○ ○ 2
AI社会の基礎 半期 ○ ○ 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜		 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜		 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目　　
⎱
⎰◎印－選択必修科目
　△印－分野必修科目

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

週２回開講 
　※�Bの選択にあたってはAと

同一外国語を履修すること。

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
３
類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に１年後期開講の
「英語ⅠA」を履修すること。ただし、「ベー
シック英語」は進級・卒業要件には含まない。

英語コミュニケーション 半期 ○ ○ 2 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ○ ○ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ○ ○ 1
体育講義 半期 ○ ○ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

4単位まで卒業単位に算入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜		 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜		 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目　　
⎱
⎰◎印－選択必修科目
　△印－分野必修科目

専

門

基

盤

科

目

演　
　

習

フレッシュパーソンセミナー 半期 ● 2 ◎
情報学演習Ａ 半期 ● 2 ◎
情報学演習Ｂ 半期 ● 2 ◎
総合研究（卒研課題）Ａ 半期 ● 2 ◎
総合研究（卒研課題）Ｂ 半期 ● 2 ◎

数　
　

理

基礎数学 半期 ● 2
基礎統計学 半期 ● 2 ◎
応用統計学 半期 ● 2
線形代数学入門 半期 ● 2
線形代数学Ａ 半期 ● 2
微分積分学Ａ 半期 ● 2
微分方程式 半期 ● 2

情　
　

報

情報社会と情報倫理 半期 ● 2 ◎
コンピュータ科学 半期 ● 2 ◎
プログラミング概論 半期 ● 2 ◎
プログラミング基礎 半期 ● 2
情報理論基礎 半期 ● 2 ◎
データサイエンスＡ 半期 ● 2 ◎
人工知能概論 半期 ● 2
データサイエンスＢ 半期 ● 2

社　
　

会

社会調査基礎論 半期 ● 2 ◎
社会調査法 半期 ● 2
情報活用とデジタルヒューマニティーズ 半期 ● 2
オープンデータの活用とデータの可視化 半期 ● 2 ◎
経営学概論 半期 ● 2 ◎
ファシリテーション論 半期 ● 2
プロジェクトマネジメントと組織論 半期 ● 2

専

門

科

目

数　
　

理

集合論 半期 ● 2
線形代数学Ｂ 半期 ● 2
微分積分学Ｂ 半期 ● 2
確率・統計 半期 ● 2
解析学Ａ 半期 ● 2
解析学Ｂ 半期 ● 2
代数学Ａ 半期 ● 2
代数学Ｂ 半期 ● 2
幾何学Ａ 半期 ● 2
幾何学Ｂ 半期 ● 2
数理情報学Ａ 半期 ● 2
数理情報学Ｂ 半期 ● 2
複素関数 半期 ● 2
フーリエ解析 半期 ● 2
数学とコンピュータ 半期 ● 2
感覚知覚情報論Ａ 半期 ● 2
感覚知覚情報論Ｂ 半期 ● 2
自然情報科学 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜		 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜		 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目　　
⎱
⎰◎印－選択必修科目
　△印－分野必修科目

専

門

科

目

情　
　

報

アルゴリズムとデータ構造 半期 ● 2
プログラミング応用 半期 ● 2
機械学習 半期 ● 2
ソフトウェア開発論 半期 ● 2
情報通信ネットワーク基礎論 半期 ● 2
情報通信ネットワーク運用論 半期 ● 2
データベースシステム 半期 ● 2
ウェブサイト構築法 半期 ● 2
デジタルメディア表現と技術Ａ 半期 ● 2
デジタルメディア表現と技術Ｂ 半期 ● 2
デジタルメディア制作 半期 ● 2
情報サービスとIoT 半期 ● 2
モデル化とシミュレーション 半期 ● 2
情報と職業 半期 ● 2

社　
　

会

社会統計学Ａ 半期 ● 2
社会統計学Ｂ 半期 ● 2
社会調査実習Ａ 半期 ● 2
社会調査実習Ｂ 半期 ● 2
多変量データ分析法 半期 ● 2
ゲームスタディーズ 半期 ● 2
社会ネットワーク基礎論 半期 ● 2
数理社会学 半期 ● 2
テキストマイニング 半期 ● 2
情報とビジネス 半期 ● 2
情報と地域連携 半期 ● 2
マーケティングリサーチ 半期 ● 2
情報と防災・福祉 半期 ● 2

教
職
等
に
関
す
る
科
目

現代教職論 半期 2 ◇
教育基礎論 半期 ● 2 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◇
教育心理学 半期 2 ◇
教育課程論 半期 ● 2 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 2 ※
教育の方法と技術 半期 2 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 2 ◇
教育相談の理論と方法 半期 2 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 2 ◇
数学科教育法（概論） 半期 ● 2 ※
数学科教育法（理論） 半期 ● 2 ※
数学科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
数学科教育法（応用） 半期 ● 2 ※
情報科教育法（概論・理論） 半期 ● ※
情報科教育法（実践・応用） 半期 ● 2 ※
特別支援教育論 半期 2 ◇
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 2 ◇
介護体験実習 通年 2 ※
教育実習Ⅰ 通年 3 ◇
教育実習Ⅱ 通年 2 ※
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◇

◇�印は、教育職員免許状取得に
必修。

※�印は、取得しようとする免許
の種類と教科によって履修方
法が異なる。（詳細は大学要
覧「教職課程」を参照のこと）
教育職員免許状を得るための
履修方法は、大学要覧（教職
課程）を参照のこと。
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人間科学部心理行動科学科課程表
	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 ⎜	※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 ⎜		 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎱◎印－選択必修科目⎰

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

２単位選択必修。４単位まで卒
業単位に参入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 ◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課
題
探
究

キャリア形成の探究 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

社会学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

４単位選択必修

経営学 半期 ◯ ◯ 2
経済学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
社会福祉論 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自
然
系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
AI社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2
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	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 ⎜	※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 ⎜		 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎱◎印－選択必修科目⎰

外

国

語

科

目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

第

２

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

週２回開講 
※�Ｂの選択にあたってはＡと同一

の外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第

３

類

ベーシック英語 半期 ● 1

「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修の後に１年後期に
開講される「英語ⅠＡ」を履修すること。
ただし、「ベーシック英語」は進級・卒業
単位に含まない。

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 週２回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1
体育講義 半期 ◯ ◯ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 4

４単位まで卒業単位に参入海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1
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	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 ⎜	※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 ⎜		 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

科

目

専
門
基
盤
科
目

心理学概論 半期 ● 2 ◎
臨床心理学概論 半期 ● 2 ◎
社会学概論 半期 ● 2 ◎
社会調査基礎論 半期 ● 2 ◎
健康と身体活動の基礎Ａ 半期 ● 2 ◎
健康と身体活動の基礎Ｂ 半期 ● 2 ◎

研
究
方
法
科
目

基礎統計学 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

８科目から２科目４単位以上を
修得すること

心理学研究法 半期 ● 2
心理学統計法 半期 ● 2
社会調査法 半期 ● 2
社会統計学 半期 ● 2
多変量解析 半期 ● 2
運動学研究法 半期 ● 2
運動学統計法 半期 ● 2

実
験
・
実
習
科
目

心理学実験 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎

⎜
⎭

６科目から２科目４単位以上を
修得すること

心理的アセスメント 半期 ● 2
社会調査実習Ａ 半期 ● 2
社会調査実習Ｂ 半期 ● 2
運動学実験実習Ａ 半期 ● 2
運動学実験実習Ｂ 半期 ● 2

演

習

科

目

基礎演習Ａ 半期 ● 2 ◎
基礎演習Ｂ 半期 ● 2 ◎
演習Ａ 半期 ● 2 ◎
演習Ｂ 半期 ● 2 ◎
特殊研究 半期 ● 2
文献講読Ａ 半期 ● 2
文献講読Ｂ 半期 ● 2
卒業研究Ａ 半期 ● 2 ◎
卒業研究Ｂ 半期 ● 2 ◎

臨　
　

床

障害者・障害児心理学 半期 ● 2 ◎
人体の構造と機能及び疾病 半期 ● 2 ◎
健康・医療心理学 半期 ● 2
福祉心理学 半期 ● 2
精神疾患とその治療 半期 ● 2
衛生公衆衛生学 半期 ● 2 ◎
学校保健Ⅰ 半期 ● 2 ◎
学校保健Ⅱ 半期 ● 2 ◎
学校安全及び緊急処置 半期 ● 2
心理学的支援法 半期 ● 2
心理行動科学特殊講義Ａ 半期 ● 2

個　
　

人

知覚・認知心理学 半期 ● 2 ⎫
⎬◎
⎭

２科目のうち、１科目２単位を
必修とする。学習・言語心理学 半期 ● 2

感情・人格心理学 半期 ● 2
神経・生理心理学 半期 ● 2
発達心理学 半期 ● 2
意思決定の科学 半期 ● 2
スポーツ心理学Ⅰ 半期 ● 2 ◎
スポーツ心理学Ⅱ 半期 ● 2 ⎫

⎜
⎬◎
⎜
⎭

３科目のうち、１科目２単位を
必修とする。スポーツ生理学 半期 ● 2

運動方法学 半期 ● 2
心理行動科学特殊講義Ｂ 半期 ● 2
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	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 ⎜	※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 ⎜		 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開講学年 備　　考1年 2年 3年 4年 必修

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎱◎印－選択必修科目⎰

専

門

科

目

社　
　

会

社会・集団・家族心理学 半期 ● 2 ◎
教育・学校心理学 半期 ● 2 ◎
ジェンダーの社会学 半期 ● 2 ◎
現代社会と心理 半期 ● 2 ◎
産業・組織心理学 半期 ● 2
司法・犯罪心理学 半期 ● 2
関係行政論 半期 ● 2
スポーツ社会学 半期 ● 2
スポーツマネジメント 半期 ● 2
不平等の社会学 半期 ● 2
家族社会学 半期 ● 2
心理行動科学特殊講義Ｃ 半期 ● 2

免

許

お

よ

び

資

格

関

係

科

目

公
認
心
理
師
に

関
す
る
科
目　

公認心理師の職責 半期 ● 2
心理演習 半期 ● 2
心理実習 通年 ○ ○ 2

教
員
免
許
状
の
教
科
に

関
す
る
科
目　
　
　
　

体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳） 半期 ● 2
体育実技Ⅱ（体つくり運動・器械運動・ダンス） 半期 ● 2
体育実技Ⅲ（武道） 半期 ● 2
体育実技Ⅳ（球技） 半期 ● 2

教

職

等

に

関

す

る

科

目

教育基礎論 半期 ● 2 ◇
現代教職論 半期 ○ ○ 2 ◇
教育の制度と経営 半期 ● 2 ◇
特別支援教育論 半期 ○ ○ 2 ◇
教育課程論 半期 ● 2 ◇
道徳教育の理論と方法 半期 ○ ○ 2 ◇
特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 半期 ○ ○ 2 ※
教育の方法と技術 半期 ○ ○ 2 ◇
ICT活用の理論と方法 半期 ○ ○ 2 ◇
生徒指導・進路指導の理論と方法 半期 ○ ○ 2 ◇
教育相談の理論と方法 半期 ○ ○ 2 ◇
保健体育科教育法（概論） 半期 ● 2 ※
保健体育科教育法（理論） 半期 ● 2 ※
保健体育科教育法（実践） 半期 ● 2 ※
保健体育科教育法（応用） 半期 ● 2 ※
教育実習Ⅰ 通年 ○ ○ 3 ◇
教育実習Ⅱ 通年 ○ ○ 2 ※
教職実践演習（中・高） 半期 ● 2 ◇
介護体験実習 通年 ○ ○ 2 ※

◇�印は、教育職員免許状取
得に必修。

※�印は、取得しようとする
免許の種類と教科によっ
て履修方法が異なる。（詳
細は大学要覧「教職課程」
を参照のこと）

　�教育職員免許状を得るた
めの履修方法は、大学要
覧（教職課程）を参照の
こと。
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎫
⎬◎印－選択必修科目
⎭
　☆－日本語教員資格に必修

教

養

教

育

科

目

Ｔ

Ｇ

ベ

ー

シ

ッ

ク

人

間

的

基

礎

聖書を学ぶ 半期 ● 2 ◎
キリスト教の歴史と思想 半期 ● 2 ◎
キリスト教学Ａ（キリスト教と倫理） 半期 2 ⎫

⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎭

2単位選択必修。4単位まで卒業単
位に参入することができる。

キリスト教学Ｂ（キリスト教と宗教） 半期 2
キリスト教学Ｃ（キリスト教と文化） 半期 2
キリスト教学Ｄ（キリスト教と現代社会） 半期 2
共生社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学技術社会と倫理 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＡ（法律） 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎟
⎬◎
⎟
⎭

２単位選択必修よき社会生活のためにＢ（福祉） 半期 ◯ ◯ 2
よき社会生活のためにＣ（健康） 半期 ◯ ◯ 2

知

的

基

礎

リーディング＆ライティング 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎬◎
⎭

２単位選択必修
クリティカル・シンキング 半期 ◯ ◯ 2
情報リテラシー 半期 ○ ○ 2 ◎
統計的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2 ⎫

⎬◎
⎭

２単位選択必修
科学的思考の基礎 半期 ◯ ◯ 2

課

題

探

究

キャリア形成の探究 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

６単位選択必修

東北学院史の探究 半期 ◯ ◯ 2
データ活用による探究 半期 ◯ ◯ 2
地域ボランティア活動の探究 半期 ◯ ◯ 2
地域課題の探究 半期 ◯ ◯ 2
課題探究演習 半期 ● 2

共

通

教

養

科

目

人

文

系

哲学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

芸術論 半期 ◯ ◯ 2
文化の歴史 半期 ◯ ◯ 2
音楽 半期 ◯ ◯ 2
倫理学 半期 ◯ ◯ 2
文学 半期 ◯ ◯ 2
歴史学 半期 ◯ ◯ 2
文化人類学 半期 ◯ ◯ 2
言語論 半期 ◯ ◯ 2

社

会

系

心理学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

社会学 半期 ◯ ◯ 2
経営学 半期 ◯ ◯ 2
経済学 半期 ◯ ◯ 2
法学 半期 ◯ ◯ 2
日本国憲法 半期 ◯ ◯ 2
現代の政治 半期 ◯ ◯ 2
地理学 半期 ◯ ◯ 2
社会福祉論 半期 ◯ ◯ 2
ジェンダー論 半期 ◯ ◯ 2
東北地域論 半期 ◯ ◯ 2

自

然

系

数理の科学 半期 ◯ ◯ 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

記号論理学 半期 ◯ ◯ 2
生命の科学 半期 ◯ ◯ 2
環境の科学 半期 ◯ ◯ 2
自然の科学 半期 ◯ ◯ 2
先端科学と技術 半期 ◯ ◯ 2
AI社会の基礎 半期 ◯ ◯ 2

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅠＢ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＡ 半期 ● 1 ◎
英語ⅡＢ 半期 ● 1 ◎

国際教養学科課程表

2023年度以降入学生適用
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎫
⎬◎印－選択必修科目
⎭
　☆－日本語教員資格に必修

外

国

語

科

目

第　

２　

類

ドイツ語ⅠＡ 半期 ● 2

週2回開講
※�Ｂの選択にあたってはＡと同一

外国語を履修すること

フランス語ⅠＡ 半期 ● 2
中国語ⅠＡ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 2
ドイツ語ⅠＢ 半期 ● 2
フランス語ⅠＢ 半期 ● 2
中国語ⅠＢ 半期 ● 2
韓国・朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 2
ドイツ語ⅡＡ 半期 ● 1
フランス語ⅡＡ 半期 ● 1
中国語ⅡＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅡＢ 半期 ● 1
フランス語ⅡＢ 半期 ● 1
中国語ⅡＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
ドイツ語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
フランス語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
中国語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＡ 半期 ● 1
フランス語ⅢＡ 半期 ● 1
中国語ⅢＡ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
ドイツ語ⅢＢ 半期 ● 1
フランス語ⅢＢ 半期 ● 1
中国語ⅢＢ 半期 ● 1
韓国・朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第　

３　

類

ベーシック英語 半期 ● 1
「ベーシック英語」履修を指示された者は、
「ベーシック英語」履修後に１年後期開講の「英
語ⅠＡ」を履修すること。ただし、「ベーシッ
ク英語」は進級・卒業要件には含まない。

英語コミュニケーション 半期 ◯ ◯ 2 週2回開講
英語ⅢＡ 半期 ● 1
英語ⅢＢ 半期 ● 1

保健体育科目
スポーツ実技Ａ 半期 ◯ ◯ 1
スポーツ実技Ｂ 半期 ◯ ◯ 1
体育講義 半期 ◯ ◯ 2

留学科目
海外研究Ａ 通年 4
海外研究Ｂ 半期 2
海外研究Ｃ 半期 1

外国人及び
帰国生科目

日本語ⅠＡ 半期 ● 1
日本語ⅠＢ 半期 ● 1
日本語ⅡＡ 半期 ● 1
日本語ⅡＢ 半期 ● 1

専
門
科
目

基
幹
科
目

国際学概説 半期 ● 2 ◎
異文化体験演習Ａ（外国人支援） 半期 ● 1
異文化体験演習Ｂ（インターンシップ） 半期 ● 1
国際学演習Ⅰ 半期 ● 2 ◎
国際学演習Ⅱ 半期 ● 2 ◎
卒業演習Ⅰ 半期 ● 2 ◎
卒業演習Ⅱ 半期 ● 2 ◎
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎫
⎬◎印－選択必修科目
⎭
　☆－日本語教員資格に必修

専

門

科

目

専

門

外

国

語

科

目

第

１

類

総合英語ⅠＡ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

⎫
⎬週2回開講
⎭総合英語ⅠＢ 半期 ● 2

英語リーディングセミナーＡ 半期 ● 1

６単位選択必修英語リーディングセミナーＢ 半期 ● 1
英語コミュニケーションセミナー 半期 ● 1
英語ディスカッションセミナー 半期 ● 1
初級中国語Ａ 半期 ● 2 ⎫

⎬週2回開講
⎭初級中国語Ｂ 半期 ● 2

実践中国語ⅠＡ 半期 ● 1
実践中国語ⅠＢ 半期 ● 1
初級韓国朝鮮語Ａ 半期 ● 2 ⎫

⎬週2回開講
⎭初級韓国朝鮮語Ｂ 半期 ● 2

実践韓国朝鮮語ⅠＡ 半期 ● 1
実践韓国朝鮮語ⅠＢ 半期 ● 1

第

２

類

総合英語Ⅱ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

　週2回開講
英語ライティングセミナー 半期 ● 1
英語プレゼンテーションセミナー 半期 ● 1
英語で学ぶ時事問題 半期 ● 1
英語で学ぶ日本の社会と文化 半期 ● 1
ビジネス英語 半期 ● 1
日英翻訳実践 半期 ● 1
英語検定試験研究 半期 ● 1
中級中国語Ａ 半期 ● 2 ⎫

⎬週2回開講
⎭中級中国語Ｂ 半期 ● 2

実践中国語ⅡＡ 半期 ● 1
実践中国語ⅡＢ 半期 ● 1 ８単位選択必修上級中国語Ａ 半期 ● 1
上級中国語Ｂ 半期 ● 1
実践中国語ⅢＡ 半期 ● 1
実践中国語ⅢＢ 半期 ● 1
中級韓国朝鮮語Ａ 半期 ● 2 ⎫

⎬週2回開講
⎭中級韓国朝鮮語Ｂ 半期 ● 2

実践韓国朝鮮語ⅡＡ 半期 ● 1
実践韓国朝鮮語ⅡＢ 半期 ● 1
上級韓国朝鮮語Ａ 半期 ● 1
上級韓国朝鮮語Ｂ 半期 ● 1
実践韓国朝鮮語ⅢＡ 半期 ● 1
実践韓国朝鮮語ⅢＢ 半期 ● 1

第
１
類
（
言
語
と
多
文
化
共
生
）

日本語のしくみ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

☆
日本語学Ⅰ 半期 ● 2 ☆
日本語学Ⅱ 半期 ● 2 ☆
異文化コミュニケーション論 半期 ● 2 ☆
比較文化論 半期 ● 2
ジェンダーと言語 半期 ● 2
モノと宗教 半期 ● 2
社会言語学 半期 ● 2 ☆
共生言語学 半期 ● 2 ☆
比較言語論Ⅰ 半期 ● 2 ４単位選択必修比較言語論Ⅱ 半期 ● 2
言語習得論 半期 ● 2 ☆
言語政策論 半期 ● 2
言語とテクノロジー 半期 ● 2
Topics in Japanese Linguistics 半期 ● 2
Topics in Japanese Culture 半期 ● 2
World Englishes 半期 ● 2
World Religions 半期 ● 2
Popular Culture Studies 半期 ● 2
Understanding Multiculturalism 半期 ● 2
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	 	 ⎧	●－原則としてその学期で開講。	 	 ⎜	 ※開講学年前期後期欄	⎨	○○－原則として前期、後期の両方で開講。どちらか一方を履修。	 	 ⎜	 	 ⎩	空欄－開講期はシラバス・履修要項を参照。

区　分 科　　　目　　　名
開
講
期

開　　講　　学　　年 備　　　　考１年 ２年 ３年 ４年

前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位
前
期
後
期
単
位

　◎印－必修科目
⎫
⎬◎印－選択必修科目
⎭
　☆－日本語教員資格に必修

専

門

科

目

第
２
類
（
東
ア
ジ
ア
研
究
）

中国語圏の言語と文化 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

中国語圏文化論 半期 ● 2
近現代中国の歴史と社会 半期 ● 2
現代中国の諸問題 半期 ● 2
東西文明交流Ⅰ 半期 ● 2
東西文明交流Ⅱ 半期 ● 2
朝鮮半島の文化と歴史Ⅰ 半期 ● 2
朝鮮半島の文化と歴史Ⅱ 半期 ● 2
東アジアと植民地支配 半期 ● 2
越境と移民 半期 ● 2
現代韓国の諸問題 半期 ● 2
社会的マイノリティと差別 半期 ● 2
China in Global Context 半期 ● 2
Two Koreas in Global Context 半期 ● 2
Contemporary Korean Culture 半期 ● 2
Japan in Global Context 半期 ● 2

第
３
類
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）

グローバル政治論Ⅰ 半期 ● 2 ⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬◎
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

４単位選択必修

グローバル政治論Ⅱ 半期 ● 2
ナショナリズム論 半期 ● 2
グローバリズムとナショナリズム 半期 ● 2
会計の世界史 半期 ● 2
震災とリスクマネジメント 半期 ● 2
グローバル経済Ⅰ 半期 ● 2
グローバル経済Ⅱ 半期 ● 2
開発と政治 半期 ● 2
平和論 半期 ● 2
グローバル・トピックス 半期 ● 2
グローバルビジネスと会計情報Ⅰ 半期 ● 2
グローバルビジネスと会計情報Ⅱ 半期 ● 2
International RelationsⅠ 半期 ● 2
International RelationsⅡ 半期 ● 2
Understanding Global SocietyⅠ 半期 ● 2
Understanding Global SocietyⅡ 半期 ● 2
Global Business Case StudiesⅠ 半期 ● 2
Global Business Case StudiesⅡ 半期 ● 2
Contemporary Political Issues 半期 ● 2

資
格
関
係
科
目

日
本
語
教
員
基
礎
資
格
科
目

日本語教育学概論Ⅰ 半期 ● 2 ☆
日本語教育学概論Ⅱ 半期 ● 2 ☆
日本語教授法 半期 ● 2 ☆
日本語教育文法論 半期 ● 2 ☆
日本語教育学特論Ⅰ 半期 ● 2 ☆
日本語教育学特論Ⅱ 半期 ● 2 ☆
日本語教育実習法Ⅰ 半期 ● 2 ☆
日本語教育実習法Ⅱ 半期 ● 2 ☆
日本語教育実習Ⅰ 半期 ● 2 ☆
日本語教育実習Ⅱ 半期 ● 2
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サイエンス・ＡＩ教育プログラム

東北学院大学
「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」取り組み概要

本プログラムの概要と狙い
東北学院大学では、教養教育を根幹にして専門教育に枝葉を広げる形の学びを

展開している。2023年度より、学士力・社会人基礎力を身に付ける「TGベーシ
ック」と、所属する学部の専門課程以外の領域の基礎を学び、情報化、国際化す
る社会で求められる能力を養成する「共通教養科目」「外国語科目」「保健体育
科目」により構成される新たな教養教育プログラムが導入されている。
「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の対象である「AI社会の基礎」
「統計的思考の基礎」では、さまざまなデータを活用して新たな価値を見いだす
データサイエンスの素地を身に付けることができる。これらの科目はMDASHリ
テラシーに準拠しており、文系理系の学部学科を問わず、専門的な前提知識無し
に学べるよう敷居を低く、間口を広く整えている。 本学の学び：教養教育を根幹に専門教育へ

本プログラムの主な特徴
１．MDASHリテラシーに準拠
Society5.0に向けた地域ICT人材の育
成・輩出
２．総合大学として文理を問わず、
9学部15学科すべてで開講
３．専門知識を前提としない
敷居を下げた学びやすい講義内容

本プログラムの主な取り組み
１．全学教育機構および教養教育セン
ターと全学部学科の連携
２．実際の社会の中でデータから法則を
見つけて利用している事例について学ぶ。
３．外部企業、有識者との意見交換によ
る教育教材・モデルのブラッシュアップ
４．学習の内容（事例）
・社会で起きている変化を学ぶ
情報化社会に至る歴史と情報の価値
IoT技術に基づくスマート社会を生きる

・社会で活用されているデータを学ぶ
情報の蓄積と共有法及び情報の信頼性
情報の活用と発信
情報システム開発およびビッグデータ

・AIの活用領域を学ぶ
AI活用の事例やAI社会の展望

・データを説明する力を養う
統計における数値の意味、
統計の解釈を理解する。

学修支援のしくみ
LMS（manaba）による学習支援および、独自のe-

portfolio(TG-folio)による学修成果の見える化を行い、さ
らに多くの学生が履修しやすくなる仕組みを構築
manabaによる支援
共通教材の配布、課題提出、個別のオンライン相談、学

生間の協働学習等を総合的に支援する学習管理システム
TG-folioによる支援
・カリキュラムマップに基づく学修成果の可視化、学生の
目標設定・振り返り支援、学修成果や課外活動等の蓄積と
教職員からのフィードバックを行うシステム
・数理・データサイエンス・AI教育プログラムを修了した
学生は、ディプロマサプリメント（学位授与記の付加書
類）にバッジとして記載される
履修者拡大の取り組み・・
・公式ウェブサイトにおける大学内外への情報公開
・教養教育センターによる学修支援
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